
H20.7.8��七夕を楽しむ会（八代郷土館）

・�2
・�4
・�7
・�8

・・・・・・・・・�11
・・・・・・・・�12

・・・�15
・・・・・・・・・・・・・�20
・・・・・・・・・・・�21
・・・・・・�34
・・・・・・�35
・�38

学校教育ビジョンにご意見を

あなたの家にも住宅用火災警報器を

新しい交通ルールのポイント

温泉活用健康づくり講座開講

輝け笛吹の未来

笛吹市の夏まつり

スコレー大学受講者募集

笛吹市探訪

くらしの情報

笛吹市環境ニュース

ふえふきトピックス

図書館インフォメーション



���広報ふえふき��2008.08�No.4703 02���広報ふえふき��2008.08�No.47���

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に

「
確
か
な
学
力
」
の
定
着
は
も
と
よ
り
、
道

徳
的
実
践
力
や
健
康
な
生
活
を
送
る
力
を
付

け
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
自
立
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
生
活

を
送
っ
て
い
く
た
め
の
素
地
と
し
て
、
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
を
目
指

し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
学
校
と
家
庭
・
地
域
、
さ
ら
に

行
政
と
が
共
通
理
解
の
下
、
一
体
と
な
っ
て

教
育
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
効
果
は
上
が
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

学
校
教
育
へ
の
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
は
、

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
と
共

に
笛
吹
市
の
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　市教育委員会では、笛吹市の未来を託す人づくりのあり方（学校教育）についての基本指針となる「笛

吹市学校教育ビジョン」を策定し、それに基づく学校経営を進めたいと考えています。

　このビジョン策定に向けて、昨年8月からワーキンググループや策定委員会において検討を重ね、

このたびその素案を作成しました。

　現在、このビジョン（案）に対する市民の皆さんからのご意見（パブリックコメント）を募集しています。

丘陵から笛吹市を一望する子どもたち

ワーキンググループと市長の意見交換会

　
笛
吹
市
と
い
え
ば
、
豊
か
な
自
然
、
歴
史
・

文
化
、
そ
れ
か
ら
人
々
が
集
う
ま
ち
で
す
。

原
始
・
古
代
か
ら
人
々
は
こ
の
地
に
暮
ら
し
、

遠
く
に
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、
眼
下
に
甲
府

盆
地
を
眺
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
思
い
を

は
せ
、
夢
を
見
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
笛
吹
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
者
に
と
っ
て
、

こ
の
景
色
こ
そ
が
心
の
故
郷
＝
原
風
景
と
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
こ
の
風
景
は
、
飯
田
蛇
笏
先
生
の
句

に
も
詠
ま
れ
て
い
る
景
色
で
も
あ
り
ま
す
。

　
教
育
は
「
人
づ
く
り
」
で
あ
り
、
そ
し
て
人

づ
く
り
は「
ま
ち
づ
く
り
」で
も
あ
り
ま
す
。

　
未
来
の
笛
吹
市
を
担
う
今
の
子
ど
も
た
ち

は
、
ま
ち
の
宝
で
あ
り
、
財
産
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
育
て
て
い

く
こ
と
が
、
学
校
教
育
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

将
来
の
笛
吹
市
の
繁
栄
を
思
う
市
民
の
皆
さ

ん
の
共
通
の
願
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
笛
吹
市
に

生
ま
れ
、
育
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ

う
な
、
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
輝
く

よ
う
な
、
そ
ん
な
笛
吹
市
の
教
育
を
築
き
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
飯
田
龍
太
先
生
の
句

ま
さ
に
、
笛
吹
市
の
教
育
の
原
点
で
も
あ
り

ま
す
。

　■
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）の
閲
覧
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
窓
口
（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
30
分
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間
（
閲
覧
期
間
）

８
月
18
日（
月
）ま
で�

■
提
出
方
法
・
ご
意
見
の
取
り
扱
い

　
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意
見
提
出
用

紙
」
に
記
入
し
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
郵
送
ま
た
は
窓
口
持
参
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
担
当

窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。（
電
話
で

の
ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
）

　
ま
た
、
提
出
の
際
は
、
ご
自
分
の
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
な
ど
を
必
ず
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容
ご
と

に
整
理
・
分
類
し
、
そ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
住
所
、
氏
名
な
ど
の
個
人
に

関
す
る
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
・
提
出
先�

市
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
〒
４
０
６
―
０
０
３
１

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
０
９
―
１

　
（
市
役
所
南
館
内
）

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
７

　
℻
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
３

　
E
メ
ー
ル

　p
-
s
c
h
o
o
l@
c
ity
.fu
e
fu
k
i.lg
.jp

１．「生きてはたらく力」を身に付けた子どもの育成
２．家族や人を愛し、自然や郷土を大切にする子どもの育成

①「確かな学力」の育成と学びを深める教育
②�しなやかな心と丈夫な体をつくる教育
③�ゆたかな成長を支える教育環境の充実

①

②

③

１．「確かな学力」の育成
２．社会に目を向けて学びを深める教育

１．人としての生き方を学ぶ教育
２．自然や郷土を大切にする教育
３．食教育と保健教育の充実
４．不登校児童・生徒及びいじめへの対応

１．開かれた学校づくり
２．各校種間の連携
３．教職員の子どもを支える力・導く力の向上
４．安全・安心な学校づくり
５．積極的な市教委

子どもたちが、夢や希望に向かって輝いている様子

人との関わり合いの中で、助け合い・影響し合い・高め
合いながら、地域の歴史や風土によって磨かれる様子
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住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
建
物
火

災
に
よ
る
死
者
数
全
体
の
約
９
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
実
に
約
６
割
近
く

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
高
齢
化
に
よ
り
、
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
が
激
増
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
火
災
の
発
生
を

い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
平
成
18
年
６
月
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
に

つ
い
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
に
な
り
ま
し
た
。
（
義
務
化
前
か
ら

お
住
ま
い
の
住
宅
は
、
平
成
23
年
６
月

１
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ふ
だ
ん
就
寝

に
使
う
部
屋
（
寝
室
）
に
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
就
寝
に
使
用
さ
れ
る

子
ど
も
部
屋
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
が
２
階

以
上
に
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
階
の
階
段

に
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
火
災
の
煙
は
上
に
の
ぼ
っ
て
天
井
に
広

が
り
ま
す
。
煙
が
床
に
お
り
て
く
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
煙
の
性
質
を
理
解
し
、
正
し
い
位
置
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
次
の
イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
、
取
り

付
け
位
置
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
の
煙
は
上
に
の
ぼ
っ
て
天
井
に
広

が
り
ま
す
。
煙
が
床
に
お
り
て
く
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
煙
の
性
質
を
理
解
し
、
正
し
い
位
置
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
次
の
イ
ラ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
、
取
り

付
け
位
置
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

※
購
入
に
つ
い
て

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
消
防
用
設

備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電

量
販
店
、
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

　
購
入
の
際
は
、
基
準
に

合
格
し
た
N
S
マ
ー
ク

（
日
本
消
防
検
定
協
会
の

鑑
定
合
格
証
）
付
き
の

も
の
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

化
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
訪
問

販
売
に
よ
る
不
適
正
な
販
売
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
市
の
職
員
、
消
防
職
員
が
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
あ
っ
せ
ん
や
販
売
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託

す
る
こ
と
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

悪
質
な
業
者
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）０
１
１
９

住宅用火災警
報器は早期に
火災を見つ
け、警報音や
音声で知らせ
て大切な生命
と財産を守り
ます。

住宅用火災警報器の設置例

天井に取り付ける場合は、
火災警報器の中心を壁か
ら60㎝以上離します。

壁に取り付ける場合は、
天井から15～50㎝以内に
火災警報器の中心がくる
ようにします。

エアコンなどの空気吹き
出し口から1.5m以上離し
ます。

区　域

石和町

御坂町

一宮町

八代町

芦川町

境川町

春日居町

投票場所

笛吹市役所南館

御坂支所

一宮支所

八代支所

芦川支所

境川支所

春日居支所

投票区

第１投票区

第１投票区

第１投票区

第１投票区

第２投票区

第１投票区

第１投票区

選挙区

第１選挙区（石和地区）

第２選挙区（御坂地区）

第３選挙区（一宮地区）

第４選挙区（八代・芦川地区）

第５選挙区（境川地区）

第６選挙区（春日居地区）

■投票できる人（有権者）は・・・

　平成２０年３月３１日確定の農業委員会委員選挙人名簿に登載されている方で、次の要件すべてに

該当する方です。

○笛吹市に住所を有すること（投票日現在）

○満20歳以上であること（平成２０年３月３１日現在）

○１０a（アール）以上の農地の耕作の業務を営む者か、またはその同居の親族・配偶者で、年間おお

むね６０日以上耕作に従事していると農業委員会が認めた者

※ただし、成年被後見人や禁固以上の刑に処せられその執行を終えるまでの者等は投票できません。

■投票所（期日前投票所も同じ）

　選挙区ごとに次の７カ所に設置されます。入場券に記載されている投票所で投票してください。

■期間　８月１７日（日）～２２日（金）　午前８時３０分～午後８時

■場所　上記の当日投票所と同じ

※選挙区（名簿登録地）によって期日前投票ができる場所が異なります。

　
６
月
６
日
、学
び
の
杜
み
さ
か
に
お
い
て
、

「
檜
峯
（
ひ
み
ね
）
の
森
」
森
林
整
備
協
定

締
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
鈴
健
興
業
株
式
会
社（
御
坂
町
）

が
、
環
境
保
全
や
社
会
貢
献
の
た
め
に
森

林
整
備
活
動
を
行
う
協
定
を
、
山
林
所
有

者
、
市
、
森
林
整
備
事
業
者
と
結
ん
だ
も

の
で
す
。

　
活
動
は
、
御
坂
町
上
黒
駒
地
内
の
約
10

ha
の
森
林
で
、
今
年
６
月
か
ら
平
成
25
年

３
月
ま
で
の
５
年
間
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
の
森
林
資
源
の

有
効
利
用
や
文
化
資
源
と
し
て
の
神
社
や

炭
窯
の
保
全
、
子
ど
も
た
ち
の
森
林
体
験

活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
ほ
か
の
「
企
業
の
森
」
の

仲
介
役
を
し
て
き
た
や
ま
な
し
森
づ
く
り

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
今
回
の
よ
う

な
、
地
域
資
源
の
保
全
や
活
用
に
よ
っ
て

地
域
の
活
性
化
を
図
る
ケ
ー
ス
は
初
め
て

と
の
こ
と
で
す
。

協定書に署名する関係者

■問合せ先　笛吹市選挙管理委員会　☎０５５(２６２)４１１１
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施
　
設
　
名

笛
吹
市
い
さ
わ
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー（
な
ご
み
の
湯
）

笛
吹
市
み
さ
か
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー（
み
さ
か
の
湯
）

笛
吹
市
健
康
増
進
施
設

（
い
ち
の
み
や
も
も
の
里
温
泉
）

笛
吹
市
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ふ
れ
あ
い
文
化
館

笛
吹
市
八
田
御
朱
印
公
園

笛
吹
市
御
坂
路
さ
く
ら
公
園

笛
吹
市
み
さ
か
桃
源
郷
公
園

笛
吹
市
八
代
ふ
る
さ
と
公
園

笛
吹
市
石
和
温
泉
駅
前
観
光

案
内
所

募
集
要
項
な
ど
の
配
布
・
申

込
先

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
４

場
　
　
所

石
和
町
下
平
井
5
7
8

御
坂
町
成
田
2
2
0
0

一
宮
町
金
沢
3
8
7
―
1

一
宮
町
末
木
9
2
1
―
1

石
和
町
八
田
3
3
5

御
坂
町
上
黒
駒
5
4
2
1

御
坂
町
尾
山
6
5
0
外

八
代
町
岡
2
2
2
3
―
1
外

石
和
町
松
本
1
8
6
　

芦
川
町
新
井
原
1
9
0
3

歩道通行可の標識

紅葉マークは
車の前後に

聴覚障害者標識

会場でPRを行う横内知事と荻野市長

　
６
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
、
横
内
知
事
と

共
に
荻
野
市
長
が
台
湾
を
訪
問
し
、
国
際
食

品
見
本
市
「
フ
ー
ド
タ
イ
ペ
イ
」
に
お
い
て
、

桃
や
ブ
ド
ウ
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
輸
出
促
進
を

図
る
た
め
に
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　
桃
は
、
台
湾
で
「
水
密
桃
」
と
呼
ば
れ
、

と
て
も
人
気
が
あ
り
、
山
梨
県
は
そ
の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
フ
ー
ド
タ
イ

ペ
イ
」
の
会
場
で
も
、
特
に
台
湾
の
輸
出
業

者
が
、
桃
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旅
行
業
者
に
対
し
て
も
笛
吹
市

の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。
近
年
、
台
湾

か
ら
「
石
和
温
泉
郷
」
へ
の
観
光
客
は
多
く
、

今
後
も
な
お
一
層
多
く
の
方
に
笛
吹
市
を

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
P
R
を
行

い
ま
し
た
。

　
昨
年
行
っ
た
「
笛
吹
市
・
観
光
、
果
実
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
以
来
、
笛
吹
ブ
ラ
ン
ド
の

台
湾
へ
の
知
名
度
も
上
が
り
、
台
湾
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
て
お
り
、
市
で
は

大
き
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
既
に
指
定
管
理
制
度
を
導
入
し

て
い
る
施
設
の
う
ち
、
平
成
21
年
３
月
に
指

定
期
間
が
終
了
す
る
10
施
設
に
つ
い
て
、
平

成
21
年
４
月
か
ら
の
再
指
定
に
向
け
て
、
指

定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
要
項
、
申
請
書
な
ど
の
配
布
は
、
募

集
開
始
と
同
時
に
、
各
担
当
課
で
行
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
９
月
の
「
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
公
の

施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、
従
来
の
「
管
理
委

託
制
度
」
に
代
わ
り
「
指
定
管
理
者
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
指
定
管
理
者
制
度
」
で
は
、
民
間
事
業

者
な
ど
も
参
入
が
で
き
、
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た

め
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能
力
を
活

用
し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費

の
節
減
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
皆
さ
ん
は
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正

道
路
交
通
法
の
主
な
内
容
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
新
し
く
な
っ
た
交
通
ル
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
自
転
車
は
、
「
子
ど
も
や
高
齢
者
が
運

転
す
る
場
合
」
や
「
車
道
通
行
が
危
険

な
場
合
」
も
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。

自
転
車
が
歩
道
を
通
行
で
き
る
の
は
・
・
・

○「
歩
道
通
行
可
」の
標
識
な
ど
が
あ
る
時

○
次
の
方
が
運
転
す
る
時�

・
13
歳
未
満
の
子
ど
も

・
70
歳
以
上
の
高
齢
者�

・
内
閣
府
令
で
定
め
る
障
害
（
視
覚
・
聴

覚
等
の
障
害
、
音
声
・
言
語
等
の
機
能

障
害
、
肢
体
不
自
由
な
ど
）
の
あ
る
身

体
障
害

○
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
に
よ
っ
て
、

や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
時�

※
た
だ
し
、「
自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
」

で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
転
車
が
歩
道
を
通
行
す
る
場
合
、

車
道
寄
り
部
分
を
徐
行
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
自
転
車
通
行
指
定

部
分
」
が
あ
る
時
は
、
そ
の
部
分
を
徐

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
転
車
は
、
歩
行
者
用
信
号
機
の
あ

る
横
断
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。

　
横
断
歩
道
で
は
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨

げ
る
お
そ
れ
の
あ
る
時
は
、
自
転
車
を
降

り
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　
13
歳
未
満
の
子
ど
も
を
自
転
車
に
乗

車
さ
せ
る
時
、
保
護
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
必
要
な
の
は
・・・

○
児
童
・
幼
児
が
自
転
車
を
運
転
す
る
時

○
保
護
者
な
ど
の
自
転
車
の
乗
車
装
置
に
、

補
助
い
す
な
ど
で
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
時

　
運
転
者
は
、
助
手
席
同
乗
者
だ
け
で

な
く
、
同
乗
者
全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
違
反
し
た
場
合
　
違
反
点
１
点

　
75
歳
以
上
の
普
通
自
動
車
運
転
者
は
「
高

齢
運
転
者
標
識
」
を
標
示
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
（
施
行
か
ら
１
年
間
指
導

期
間
が
あ
り
ま
す
）�

○
違
反
し
た
場
合

・
２
万
円
以
下
の

　
罰
金
ま
た
は

　
科
料（
過
失
も
同
じ
）�

・
違
反
点
１
点�

�

・
反
則
金
４
０
０
０
円
（
普
通
自
動
車
）

　
運
転
免
許
を
習
得
で
き
な
か
っ
た
一

部
の
聴
覚
障
害
者
が
、
条
件
つ
き
で
普

通
免
許
の
習
得
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

�

一
部
の
聴
覚
障
害
者
と
は
・・・

　
免
許
の
習
得
が
認
め
ら
れ
る
聴
力
に

達
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
特
定
後
写

鏡
（
所
定
の
ワ
イ
ド
ミ
ラ
ー
）
を
車
室

内
で
使
用
す
れ
ば
、
安
全
な
運
転
に
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
聴
覚
障
害

者
で
す
。

○
普
通
乗
用
自
動
車
以
外
の
自
動
車
を
運

転
し
た
り
、
ワ
イ
ド
ミ
ラ
ー
を
装
着
し

な
い
で
運
転
し
た
場
合�

�

・
３
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５
万
円
以

下
の
罰
金�

�
�

・
違
反
点
２
点�

�

・
反
則
金
７
０
０
０
円
（
普
通
自
動
車
）

「
聴
覚
障
害
者
標
識
」
の
表
示
が
義
務
に

　
ワ
イ
ド
ミ
ラ
ー
の
使
用
が
免
許
条
件

で
あ
る
運
転
者
が
普
通
乗
用
自
動
車
を

運
転
す
る
時
は
、
そ
の
車
に
「
聴
覚
障

害
者
標
識
」
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

○
標
識
を
表
示
し
な
か
っ
た
場
合�

�
�

・
２
万
円
以
下
の

　
罰
金
ま
た
は

　
科
料（
過
失
と
同
じ
）�

�

・
違
反
点
１
点

・
反
則
金
４
０
０
０
円

　（
普
通
自
動
車
）�

※
ま
た
、
「
高
齢
運
転
者
標
識
」
や
「
聴
覚

障
害
者
標
識
」
を
標
示
し
た
車
に
、
幅

寄
せ
や
割
り
込
み
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
違
反
し
た
場
合

・
５
万
円
以
下
の
罰
金

・
違
反
点
１
点

・
反
則
金
６
０
０
０
円�

�
�

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
警
察

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
笛
吹
警
察
署

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）０
１
１
０

・
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
生
活
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

す
ず
ら
ん
の
里

市
民
環
境
部�

市
民
活
動
支
援
課

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
８

産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）２
０
３
４
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■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
受

講
希
望
の
講
座
名
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
申
し
込
み
後
に
通
知
し

ま
す
。

　
な
お
、
健
康
状
態
に
よ
り
ご
遠
慮

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
　
８
月
29
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

健
康
企
画
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

℻
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
２

バーデゾーンでクアロビクスをする参加者

お湯に入って
「湯ったり、しっかり
健康づくり」

平成20年度「温泉活用健康づくり講座」全講座

産後ママの
骨盤エクササイズコース

社会体育指導員
半田美恵子先生、
保健師ほか

アンチエイジングコース

（全5回）

下記の「８月募集分温泉活用健康づ
くり講座」をご覧ください。

９ページの「８月募集分温泉活用健
康づくり講座」をご覧ください。

やまゆりの湯

芦川ふれあいプ
ラザ

ももの里温泉

いちのみや桃
の里スポーツ
公園

クアハウス石和

健康運動指導士

関本正志先生

クアロビクスコース①

（全5回）

20歳～65歳

クアハウス石和温泉利用

指導者、水中運動指導士、

保健師、管理栄養士クアロビクスコース②

1月13日（火）・26日（月）
2月2日（月）・23日（月）
3月9日（月）
午前10時～12時30分

健康増進コース①

20歳以上

健康運動指導士

関本正志先生
健康増進コース②

（全8回）

1月13日（火）・20日（火）・27日（火）
2月3日（火）・10日（火）・17日（火）・
24日（火）、3月3日（火）
午後7時30分～9時

ももの里温泉
健康体操講座

12月～2月
午前10時30分～12時

おおむね
40歳以上

健康運動指導士

川上嘉典先生芦川ふれあいプラザ
健康体操講座��（全5回）

10月～12月

午前10時30分～12時

やまゆりの湯
健康体操講座��（全5回）

12月～2月

午前10時30分～12時

講座名 日　時 対　象 場　所 講　師

（全5回）

（全8回）

（全5回）

（全5回）

　笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」です。温泉に入ると心がいやされ、体が休まります。自分や家族
の健康づくりのために、もっと温泉を活用してみませんか。
　「温泉活用健康づくり講座」では、温泉を健康づくりに生かす方法、
温泉入浴の前後に効果的な運動、健康づくりに役立つ情報を紹介します。
　昨年度の受講者は、心や身体のいやし、ストレス解消、血液中のコレステロールや
血糖値、体脂肪率、血圧値の改善などの効果がありました。
　この講座で温泉を上手に楽しんで、育児や仕事の疲労回復、体力づくり、介護予防
にぜひご活用ください。

下記の８月募集分以外の講座の詳細は、今後、広報紙やホームページなどでお知らせします。

　
育
児
で
疲
れ
た
心
と
体
を
温
泉
と
体
操
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　
妊
娠
で
増
え
た
体
重
・
体
脂
肪
率
を
減

ら
し
た
い
、
育
児
に
よ
る
腰
痛
、
肩
こ
り
、

疲
労
を
解
消
し
た
い
方
な
ど
に
お
す
す
め

で
す
。

■
対
象
出
産
後
６
カ
月
を
経
過
し
た
方

■
日
時
10
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

11
月
11
日（
火
）・
25
日（
火
）

12
月
９
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
な
ご
み
の
湯

■
内
容

・「
心
と
体
を
元
気
に
す
る
温
泉
活
用
術
」

・
骨
盤
底
筋
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・「
プ
ロ
が
す
す
め
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

・「
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
?
」
な
ど

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。（
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
）

■
定
員
　
20
人
程
度

■
参
加
費
　
２
０
０
０
円

※
講
座
後
は
温
泉
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
温
泉
に
は
、
新
陳
代
謝
の
促
進
や
老
廃
物

の
排
出
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
、
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
（
抗
加
齢
）
効
果
が
あ
り
ま
す
。

温
泉
と
運
動
で
心
身
の
若
々
し
さ
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

　
運
動
は
美
し
い
ボ
デ
ィ
ー
ラ
イ
ン
づ
く
り

に
効
果
的
。
体
重
・
体
脂
肪
率
の
減
少
、
肩

こ
り
、
腰
痛
、
ひ
ざ
の
痛
み
を
改
善
し
た
い

女
性
に
も
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性

風
呂
で
は
バ
ラ
風
呂
が
楽
し
め
ま
す
。

■
対
象
　
20
歳
以
上

■
日
時

　
10
月
６
日（
月
）・
20
日（
月
）

　
11
月
17
日（
月
）

　
12
月
１
日
（
月
）・
15
日（
月
）

　
午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所
　
な
ご
み
の
湯

■
内
容

・
血
液
検
査
（
希
望
者
）

・「
心
と
体
を
元
気
に
す
る
温
泉
活
用
術
」

・
体
操
ジ
ム
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動

・「
中
高
年
に
多
い
心
の
ト
ラ
ブ
ル
」

※
講
座
の
期
間
中
使
え
る
公
営
温
泉
利
用
券

を
発
行
し
ま
す
。

■
定
員
　
20
人
程
度

■
参
加
費
　
５
０
０
０
円

　
厚
生
労
働
大
臣
認
定
健
康
増
進
施
設
ク

ア
ハ
ウ
ス
石
和
の
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
を
利
用

し
た
水
中
運
動
（
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
と
15

種
類
の
浴
そ
う
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す
。

本
気
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
を
解
消
し

た
い
、
ひ
ざ
や
腰
に
負
担
を
か
け
ず
に
シ

ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
方
に
お
す
す
め
し

ま
す
。

■
対
象
　
20
歳
以
上
〜
65
歳
未
満

■
日
時

　
10
月
14
日（
火
）

　
11
月
10
日（
月
）・
25
日（
火
）

　
12
月
８
日（
月
）・
15
日（
月
）

　
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

■
場
所
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

■
内
容

・
血
液
検
査
（
希
望
者
）

・「
心
と
体
を
元
気
に
す
る
温
泉
活
用
術
」

・
体
力
測
定
、
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス

・
「
陥
り
や
す
い
食
事
の
〃
悪
習
慣

″
こ
ん

な
生
活
、
繰
り
返
し
て
い
ま
せ
ん
か
」

な
ど

※
講
座
の
期
間
中
使
え
る
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
バ

ー
デ
ゾ
ー
ン
利
用
券
と
公
営
温
泉
利
用

券
を
発
行
し
ま
す
。

■
定
員
　
20
人
程
度

■
参
加
費
　
５
０
０
０
円

　
夜
に
開
催
す
る
講
座
で
す
。
定
期
的
な

温
泉
の
入
浴
と
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
ヨ
ガ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
、
「
脂
肪
撃
退

講
習
会
」
で
体
重
３
㎏
減
も
可
能
で
す
。

ケ
ー
キ
を
食
べ
て
も
内
蔵
脂
肪
が
減
る
秘

密
を
公
開
。
気
に
な
る
お
腹
周
り
を
引
き

締
め
ま
す
。

　
ま
た
、
露
天
風
呂
が
人
気
の
「
も
も
の

里
温
泉
」
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
な
が
ら
、

体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
挑
戦
で
き
ま
す
。

■
対
象
　
20
歳
以
上

■
日
時

　
10
月
21
日（
火
）・
28
日（
火
）

11
月
４
日（
火
）・
18
日（
火
）・
25
日（
火
）

12
月
２
日（
火
）・
９
日（
火
）・
16
日（
火
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
所
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ほ
か

■
内
容

・
血
液
検
査
（
希
望
者
）

・「
心
と
体
を
元
気
に
す
る
温
泉
活
用
術
」

・
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
ヨ
ガ
、

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

※
講
座
の
期
間
中
使
え
る
公
営
温
泉
利
用

券
を
発
行
し
ま
す
。

■
定
員
　
20
人
程
度

■
参
加
費
　
５
０
０
０
円
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ねえ、吹ちゃん。国や県の男女共同参画の動きって、最近はどうなっているのかな？

ああ、そのことね。先日の県推進リーダーの会議でいただいた良い資料があったわ。
今の主流は、「仕事と生活の調和」にあるみたい。いわゆる“ワーク・ライフ・バランス”
のことよ。

そのワーク・ライフ・バランスってなんだい？

あのね、働くことって生きがいや喜びがあるけど、一方で、家事や育児、近所とのお付き
合いとか、私たちの生活も大切なものよね。働くことと生活することの両方が充実すれ
ば、生きがいや喜びも倍増するわ。だから、仕事と生活の調和（バランス）をとることが
とても大切っていうことよ。

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎055（262）4111

寺
院
跡
全
体
模
型（
１
０
０
分
の
１
）

（
春
日
居
郷
土
館
展
示
）

９
月
27
日（
土
）か
ら
11
月
24
日（
月
）ま
で
県
立
文
学
館
で「
飯
田
龍
太
展
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
開
催
に
合
わ
せ
、飯
田
龍
太
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「百戸の谿」刊行の頃の飯田龍太（昭和29年）
（撮影�矢野養之助）

　
春
日
居
町
寺
本
に
あ
る
寺
本
廃
寺
塔
跡
は
、

約
１
３
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
県
内
最
古

の
寺
跡
で
す
。

　
平
成
８
年
に
「
寺
本
廃
寺
塔
跡
」
と
し
て
、

塔
跡
部
分
の
み
、
史
跡
と
し
て
指
定
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
り
、
一

辺
約
１
３
０
ｍ
、
広
さ
約
１
万
６
０
０
０
㎡

の
正
方
形
の
土
地
に
、
塔
、
金
堂
（
こ
ん
ど

う
）、
講
堂
、
中
門
（
ち
ゅ
う
も
ん
）、
南
門

（
な
ん
も
ん
）
な
ど
の
建
物
が
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
貴
重
な
寺
院
跡
を
保
存
し
て
い

く
た
め
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
か
ら
同
意
を
い

た
だ
き
、史
跡
の
追
加
指
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
、
史
跡
の
名
称
も

「
寺
本
古
代
寺
院
跡
」
に
改
め
ま
す
。

　
県
内
で
奈

良
時
代
以
前

に
建
て
ら
れ
、

寺
の
建
物
跡

が
確
認
さ
れ

て
い
る
の
は
、

寺
本
古
代
寺

院
跡
の
み
で

す
。
市
で
は
、

こ
こ
を
市
指

定
史
跡
と
し

て
、
大
切
に

後
世
に
伝
え

て
い
き
ま
す
。

　　
こ
の
俳
句
は
、
境
川
村（
現
在
の
境
川
町
）

出
身
の
俳
人
飯
田
龍
太
が
、
昭
和
26
年
、
30

歳
の
時
に
発
表
し
た
作
品
で
す
。
戦
後
の
俳

壇
に
、
清
新
な
作
風
で
登
場
し
た
飯
田
龍
太

の
初
期
の
代
表
作
と
し
て
、
多
く
の
人
々
に

愛
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
龍
太
は
後
年
、
こ
の

俳
句
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
昭
和
二
十
六
年
春
、
食
糧
事
情
も
一
応

安
定
し
た
の
で
、
農
耕
を
止
め
、
甲
府
に
あ

る
県
の
図
書
館
に
勤
め
る
こ
と
に
し
た
。
バ

ス
の
終
点
か
ら
三
十
分
ほ
ど
歩
い
て
坂
道
を

帰
る
。
大
菩
薩
峠
の
あ
る
秩
父
山
系
と
、
富

士
山
麓
に
抜
け
る
御
坂
山
系
の
ほ
ぼ
中
ほ
ど

の
山
の
上
に
、
橙
色
の
春
の
満
月
が
ぬ
っ
と

現
わ
れ
て
、
ひ
え
び
え
と
し
た
空
に
ポ
ッ
カ

リ
と
頭
を
出
す
。
名
残
り
惜
し
気
に
山
を
離

れ
る
と
や
が
て
い
さ
ぎ
よ
く
中
天
に
昇
っ
た
。

（『
自
選
自
解
飯
田
龍
太
句
集
』
よ
り
）」
　

　
龍
太
は
、
大
正
９
年
、
飯
田
家
の
四
男
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
武
治(

た
け
は
る)

は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
日
本
の
俳

句
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
た
俳
人
飯
田
蛇
笏

で
す
。
龍
太
が
生
ま
れ
た
頃
は
、
す
で
に
「
雲

母（
う
ん
も
）」
と
い
う
俳
句
雑
誌
を
主
宰
し

て
多
く
の
人
々
を
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
古

く
は
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
と
い
う
飯
田
家

は
、
「
山
廬
（
さ
ん
ろ
）
」
と
呼
ば
れ
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
俳
人
や
歌
人
、
詩
人
、
画
家

た
ち
が
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
龍
太
は
境
川
小
学
校
か
ら
甲
府
中
学
に
進

み
、
卒
業
し
た
後
、
東
京
の
國
學
院
大
学
文

学
部
国
文
学
科
に
入
学
し
ま
す
。
し
か
し
病

に
か
か
り
、
休
学
し
復
学
し
て
は
ま
た
療
養

と
い
う
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
代
は
折
し
も
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、

戦
況
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
頃
。
次
兄
は
昭

和
16
年
に
病
気
で
亡
く
な
り
、
昭
和
19
年
に

は
、
長
兄
と
三
兄
、
弟
が
出
征
し
て
い
き
ま

し
た
。
一
人
残
っ
た
龍
太
は
帰
郷
し
、
両
親

の
そ
ば
で
農
耕
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
終
戦

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
地
か
ら
無
事

に
戻
っ
て
き
た
の
は
弟
一
人
。
龍
太
は
、
そ

の
ま
ま
飯
田
家
跡
取
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
龍
太
自
身
が
俳
句
を
始
め
た
の
は
、
17
、

18
歳
の
頃
と
言
い
ま
す
。
父
や
兄
の
句
会
に

参
加
し
て
は
、
上
位
の
選
に
も
入
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
甲
府
空
襲
で
印
刷
所
が
焼
け

て
休
刊
し
た
「
雲
母
」
が
東
京
で
復
刊
さ
れ

る
と
、
編
集
に
参
加
し
蛇
笏
を
助
け
て
い
き

ま
す
。
「
雲
母
」
が
境
川
村
の
飯
田
家
に
発

行
所
を
戻
し
た
昭
和
25
年
に
は
、
龍
太
は
既

に
、
「
雲
母
」
の
若
手
俳
人
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
俳
壇
の
新
進
作
家
と
し
て
注
目
を
集

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
「
紺
絣
」
の
句
は
、
そ
の
頃
「
雲

母
」
で
蛇
笏
が
巻
頭(

そ
の
月
に
投
稿
さ
れ

た
中
で
最
も
優
れ
て
い
る
作
品)

に
推
し
た

作
品
で
す
。

春
の
鳶
（
と
び
）
寄
り
わ
か
れ
て
は
高
み
つ
つ

（
昭
和
21
年
作
）

冬
山
の
ふ
か
き
襞
（
ひ
だ
）
か
な
こ
こ
ろ
の
翳
（
か
げ
）

（
昭
和
24
年
作
）

露
の
村
恋
ふ
て
も
友
の
す
く
な
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
26
年
作
）

い
き
い
き
と
三
月
生
る
雲
の
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
28
年
作
）

　
こ
れ
ら
の
俳
句
は
、
「
紺
絣
」
と
共
に
、

昭
和
29
年
刊
行
の
第
一
句
集
「
百
戸
の
谿（
ひ

ゃ
っ
こ
の
た
に
）」
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
の
龍
太
の
作
品
に
は
、
肉
親
や
多

く
の
友
を
失
っ
た
心
の
痛
み
と
ふ
る
さ
と
で

生
き
て
い
こ
う
と
す
る
決
意
が
、
深
い
陰
影

と
な
っ
て
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

・�仕事と家庭の両立が困難
・�自己啓発や地域活動への参加が困難
・�長時間労働が心身の健康に悪影響

・人材獲得競争の激化 ・�労働力不足の深刻化
・�生産性の低下・活力の衰退
・�少子化の急速な進行
・�地域社会のつながりの希薄化

これらのバランスをよくすることが、男女共同参画社会の目指す社会です。

　６月11日、春日居あぐり情報ステーションで自立
と共生の教育研究会と交流会を行いました。
　男女混合名簿の導入など男女平等が進んでいると
いわれる学校現場においても、「教員は、忙しすぎ
てゆっくり教材研究をする時間も取れない」、「管理
職登用も男性に偏りがちである」、「女性自身がもう
一歩前になかなか踏み出せない」など、教員の勤務
状況には、見直すところがたくさんあることが分か
りました。

参加した先生たちからはこんなコメントが
・男性でも、推進委員のように、女性教員を真剣に支援してくれていることを知り、勇気がでました。
・学校と地域の現場で男女共同参画を推進している人同士が語り合えたことは、非常に有意義でした。例
えるなら、暗く波高い海で2そうの船が遠くかすかに光る灯台の明かりを見つけ、互いに進む方向は間
違っていないと確信できたようなものでした。子どもたちの未来には、明るくぬくもりのある社会があ
ると信じています。

　
紺
絣
（
こ
ん
が
す
り
）
春
月
（
し
ゅ
ん
げ
つ
）
お
も
く

　
出
（
い
）
で
し
か
な
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１
万
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

※
本
紙
40
ペ
ー
ジ
に
有
料
観
覧
席
の
ご
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
７
月
20
日（
日
）〜
８
月
19
日（
火
）

（
期
間
中
の
水
・
木
・
土
・
日
曜
日
）

午
後
８
時
〜
８
時
40
分

（
笛
吹
川
の
水
量
に
よ
り
中
止
の
場

合
あ
り
）

■
場
所
　
市
役
所
本
庁
前
笛
吹
川

■
日
時
７
月
20
日（
日
）〜
８
月
20
日（
水
）

午
後
８
時
50
分
〜
９
時

（
雨
天
中
止
あ
り
）

■
場
所
　
市
役
所
本
庁
前
笛
吹
川

■
日
時
　
８
月
16
日（
土
）

午
後
４
時
30
分
　
縁
日
ス
タ
ー
ト

午
後
８
時
　
大
文
字
焼
き
点
火

（
少
雨
決
行
・
荒
天
順
延
）

■
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ

あ
い
文
化
館

■
内
容
盆
の
送
り
火
、
十
数
店
舗
の
露
天
商
、

２
０
０
０
発
の
花
火
の
打
ち
上
げ

ケ
ロ
ロ
軍
曹
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ー
、
ス
テ
ィ
ル
・
イ
チ
ミ
ヤ�

ラ

イ
ブ
、
桃
源
太
鼓
、
お
楽
し
み
抽

選
会

※
大
文
字
焼
き
点
灯
期
間

　
８
月
13
日（
水
）〜
15
日（
金
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
10
時

■
日
時

　
８
月
20
日（
水
）

午
後
７
時
〜
10
時（
交
通
規
制
）�

（
雨
天
決
行
）

■
場
所
　
石
和
町
市
部
通
り

■
日
時
　
８
月
８
日（
金
）

　
午
後
７
時
か
ら

　（
少
雨
決
行
・
雨
天
順
延
）

■
場
所
　
御
坂
西
小
学
校
校
庭

■
内
容
　
盆
踊
り
大
会
、
天
雷
太
鼓
、

露
天
商
な
ど

■
日
時
　
８
月
15
日（
金
）

　
午
後
６
時
〜
９
時（
雨
天
中
止
）

■
場
所
　
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
内
容
　
盆
踊
り
大
会
、
天
雷
太
鼓
、

高
石
省
三
歌
謡
シ
ョ
ー
、
軽
音
楽

部
演
奏
、
露
天
商
な
ど

■
日
時
　
８
月
15
日（
金
）

　
午
後
５
時
〜
９
時
　

■
場
所
　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
雨
天

の
場
合
、
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
体
育
館
）

■
内
容
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
甲
州
境

川
太
鼓
、
花
火
、
露
天
商
な
ど

■
日
時

　
８
月
15
日（
金
）

　
午
後
７
時
〜
９
時
20
分

■
場
所
　
春
日
居
小
学
校
校
庭

■
内
容
　
盆
踊
り
大
会
、
お
楽
し
み

　
抽
選
会
、
露
天
商

※
笈
形
焼
き
点
灯
期
間

　
８
月
13
日（
水
）〜
16
日（
土
）

　
午
後
７
時
30
分
〜
10
時

■
日
時
　
８
月
14
日（
木
）

　
午
後
７
時
30
分
か
ら

　（
雨
天
の
場
合
は
8
月
15
日
）

■
場
所
　
芦
川
小
中
学
校
校
庭

■
内
容
　
お
楽
し
み
抽
選
会
、
花
火
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
綿
菓
子
・
か
き

氷
の
無
料
配
布
な
ど

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
現
在
予
定
さ
れ

て
い
る
内
容
で
す
の
で
、
今
後
の
各

地
域
の
実
行
委
員
会
で
変
更
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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■問合せ先　鵜飼サミット実行委員会（市観光商工課）　☎０５５（２６２）４１１１

　
秋
の
釈
迦
堂
で
、
優
し
い
音
色
や
楽
し

い
響
き
に
い
や
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
山

梨
市
吹
奏
楽
団
員
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー

プ
「
ラ
・
バ
ン
ダ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
21
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜

■
定
員
　
50
人

※
電
話
で
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
曲
目
　
千
の
風
に
な
っ
て
、
ジ
ュ
ピ
タ

ー
、
日
本
の
童
謡
メ
ド
レ
ー
な
ど

※
ご
来
館
の
際
、
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト

（
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
利
用
券
）
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
大
昔
の
人
は
ど
ん
な
顔
？
ど
ん
な
暮
ら

し
を
し
て
い
た
か
な
。
狩
り
や
土
器
づ
く

り
の
様
子
を
想
像
し
て
描
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
応
募
方
法
　
画
用
紙
（
大
き
さ
は
自
由
）

に
ク
レ
パ
ス
か
絵
の
具
で
絵
を
描
い
て
、

当
館
か
各
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
　
８
月
31
日（
日
）

　
当
館
へ
提
出
す
る
場
合
は
、
作
品
の

裏
側
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
・
学
年
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
は
、
10
月
11
日
（
土
）
〜
12
月
８
日

（
月
）の
間
、
当
館
に
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
作
品
集
の
冊
子
を
発
行
し
ま
す
。

■
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
と
そ

の
同
伴
の
方
は
、
利
用
券
提
示
で

入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）
３
３
３
３

素敵な演奏をお楽しみください
笛吹市民講座「スコレー大学」２学期講座受講申込書

８月１日（金）～20日（水）　午前９時～午後５時

期間を過ぎても定員に達しない講座は、受講生を再募集する場合があります。

規定の申込書に記入して、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込みください。申込書は、

市内各支所や図書館、各地域教育担当窓口などに置いてあります。また、このページのコピーもご

利用いただけます。なお、必ずそれぞれの講座番号と講座名をご記入ください。

○持参、郵送の場合

　「笛吹市教育委員会��生涯学習課」窓口　または「各支所地域課��地域教育担当」窓口へ

　（閉庁日、休館日を除きます）

○ファックスの場合

　「笛吹市教育委員会��生涯学習課��生涯学習担当」へ

〒４０６－００３１　笛吹市石和町市部８０９－１　笛吹市役所南館内

　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当

　　　　　　　　　　☎０５５(２６１)３３３９　　℻０５５(２６１)３３４０

○各講座は約90分の予定ですが、講座により多少前後します。また、時間設定が特殊な講座もあり

ますので講座案内をご確認ください。

○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先となります。

○受講が決定した方には、講座受講者決定通知書をお届けしますので必ず内容をご確認ください。

○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な講座の受講決定者には、先にその費

用を納入していただきます。決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込んでください。

　なお、期限までに納入されない場合は、キャンセルとみなされますのでご注意ください。

○受講者の都合で受講ができなくなった場合は、負担金の返金はできません。主催者の都合で講座

が行われなかった場合は、振込み手数料を除いて返金します。

○希望者が一定の数に達しない場合など、講座を取りやめることもあります。

■ 募 集 期 間

■ 申 込 方 法

■申込・問合せ先

■そ� の� 他

　市教育委員会では、生涯学習の機会の充実を目指して市民講座２学期を開講します。
皆さんのお申し込みをお待ちしています。

住　所

電話番号 生年月日 明・大・昭・平　　年　　月　　日

ふりがな

男・女

申込者氏名

希望する
講座番号

希望する
講座番号 講　座　名講　座　名

〒



���広報ふえふき��2008.08�No.4717 16���広報ふえふき��2008.08�No.47���

平出恭子�先生

2,500円

11月19日・26日　午後1時

春日居あぐり情報ステーション

20人

☆来年の干支「丑(うし)」の壁掛け「天神様の座り牛」
を和紙で作ります。新年を華やかに彩りましょう。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座1 和紙干支づくり教室

風間繁樹�先生

10月25日、11月1日・8日・22日・29日
午前9時30分

いちのみや桃の里ふれあい文化館

20人

☆芸術の秋です。基本のデッサン（鉛筆）を楽しく学んで、
気軽に絵を描いてみませんか。仕上げは水彩、油絵、
パステル、色鉛筆などお好みで描きましょう。誰で
も気軽に始めることができます。

講 師 定 員

場 所 500円受講料

日 時

講座6 基礎から学ぶデッサン教室

マルチクラフト�スタジオ　イル・ミオ
小野まさ美��先生、水村和惠��先生

11月5日・12日・19日・26日、12月3日　午前10時

20人

☆USAコットンを使用し、布の持つ特性と柄を利用し
ながら、布を積み重ねて立体的な絵を作っていきます。
小さいものから大きなもの、季節やシーンに合わせ
た作品で生活に華やぎをもたらします。
　今回はクリスマスに合わせた作品を仕上げます。

講 師

定 員 スコレーパリオ場 所 3,500円受講料

日 時

講座2 布で作る立体絵画「USAコットンでクリスマスを飾る」

佐藤洋子�先生

800円

11月7日　午前9時30分

春日居あぐり情報ステーション

20人

☆アケビのつるを使ってかごを作ります。自然素材で
作るので、味わいのあるかごが出来上がります。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座7 アケビのつるかご編み教室

栗山秀子�先生

3,000円

10月7日・21日・28日　午後1時30分

学びの杜みさか

10人

☆粘土を家庭用オーブンで焼いて、落ち着いた雰囲気
のネックレス、ブローチ、イヤリングを完成しましょ
う。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座3 オーブン粘土でアクセサリーづくり

大西節子�先生

3,000円

10月2日・9日・16日・23日・30日��午後7時

スコレーパリオ実習室

10人

☆一枚の革に、花模様、幾何学模様などを工具を使っ
て付け、小物など生活に役立つものを作り上げます。
男女を問わず、楽しみながら作った作品にあなたもきっ
と感動するはず!!

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座8 初心者「レザークラフト」

網野美幸�先生

4,000円

10月31日、11月7日・14日・21日・28日
午後7時30分

スコレーセンター資料展示室

15人

☆生花のようにきれいな造花「アメリカンフラワー」
をあなたも作ってみませんか！

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座4 アメリカンフラワー教室

井上香代子�先生

2,000円

10月29日、11月5日・12日・19日、12月3日
午後1時30分

スコレーパリオ陶芸室

24人

☆食器や花器など、身の周りの器を作ります。初心者
向けです。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座9 初級陶芸教室

船曳ひとみ�先生

10月17日・31日、11月14日・11月28日、
12月5日　午前10時30分

八代総合会館

10人

☆押し花はがきやストラップなどを一緒に楽しく作ってみ
ませんか?初めての方も気軽にご参加ください!（講師が
持参した押し花を使います）第1回押し花はがき、第2回
定規としおり、第3回押し花シールとストラップ、第4回
ランチョンマット、第5回クリスマスカードを作ります。

講 師 定 員

場 所 2,000円受講料

日 時

講座5 押し花で小物づくり

返田由香子�先生

3,000円

11月6日・20日・27日、12月4日・11日
午後1時30分

スコレーパリオ実習室

15人

☆ベストをセンスよく着こなすのがますます新鮮な中、
素材や軽さを考えながら、初心者でも仕上げること
ができるおしゃれな作品を作ります。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座10 スコレー手編み教室

園芸高校�橘田正博�先生・米山正仁�先生

2,000円

12月25日　午後1時30分

☆季節の花ばなと身近な材料で花あしらいを学びながら、
自分で作った正月寄せ植えで新しい年を迎えてみま
せんか?

講 師

25人定 員 園芸高校農場場 所

受講料

日 時

講座11 正月寄せ植え教室

田草川幸子�先生

10月17日・31日、11月7日・21日
午前10時

いちのみや桃の里ふれあい文化館

20人

☆家庭で作れる本格的なパンを作ってみませんか?第1
回ハムチーズロール、第2回クリームパン、第3回肉
まん、第4回フルーツクーヘンを手作りします。1回
の講座で、お一人5、6個作れます。

講 師 定 員

場 所 2,400円受講料

日 時

講座16 家庭で作れるおやつパン

☆みずみずしい生花やグリーンを美しく形づくり、思
うままにアレンジメントする技術を学びます。あら
ゆるシーンを華やかに演出できるのも魅力。お部屋
のインテリアに、おもてなしに、美しいお花を飾っ
てみませんか?

河埜壽美子�先生講 師 15人定 員

スコレーパリオ陶芸室場 所

4,500円受講料

10月9日、11月13日、12月11日　午後7時日 時

講座12 フラワーアレンジメント

齋藤禮子�先生 15人

☆「地産地消」で、地元の野菜を使った「おやき」と「い
も菓子」を作ります。和風のおやつは素朴（そぼく）で、
どなたにでも手軽にできるお菓子づくりです。

講 師 定 員

境川坊ヶ峯ふれあいセンター場 所

1,500円受講料

11月27日　午前9時30分日 時

講座17 地元の食材で田舎菓子づくり

市図書館司書

500円

10月3日・17日・24日、11月7日・21日、
12月5日　午前9時30分

スコレーパリオ陶芸室

10人

☆世界でたった一冊のオリジナル絵本を作ります。子
どもの成長や思い出を絵本にしてみませんか?

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座13 手作り絵本教室

小笠原流礼法・茶道総師範　安井日出夫�先生

4,000円

11月14日　午前11時　　��旅館「糸柳」
11月21日　午後1時30分　境川総合会館2階

旅館「糸柳」（14日）、境川総合会館2階（21日）

講 師

20人定 員

場 所

受講料

日 時

☆日本の伝統とも言われる和食のはし文化と、玄関の
作法、お茶の差し上げ方、いただき方を学びます。

講座18 和食マナーと訪問・もてなしマナー教室

弦間林業（有）職員

12月6日・20日　午前9時～12時
（午前8時30分　御坂農村環境改善センター
��駐車場集合）
※雨天の場合は、翌日に延期します。

10人

☆昔ながらの炭窯（すみがま）を使って、本格的な炭焼
きの技術を体験したり、観賞用の花炭（飾り炭）を作っ
てみたりしませんか?

講 師 定 員

弦間林業（有）所有地場 所 500円受講料

日 時

講座14 炭焼き体験教室

（株）ピーシーワークス

11月28日、12月2日・5日・9日・12日
午後7時

（株）ピーシーワークス

20人

☆仕事で家庭で大活躍のワード・エクセルを簡単に学
べる講座です。実際によく必要とされる書類や帳票
を作成しながら進めていくので、経験のない方でも
短時間でコツをつかめます。

講 師 定 員

場 所 4,200円受講料

日 時

講座19 かんたんワード・エクセル講座

高野哲郎�先生

10月21日・28日、11月11日・18日、
12月2日・9日・16日・23日　午後7時30分

スコレーパリオ実習室

6人

☆タガネを使っての初心者向けの基礎教室です。実際
のアクセサリー制作を通じて彫金の面白さや作業の
流れを学びます。自分だけのオリジナルペンダント
を制作してみましょう！

講 師 定 員

場 所 10,000円受講料

日 時

講座15 彫金教室

（株）ピーシーワークス

11月22日・29日、12月6日・13日��午後7時

（株）ピーシーワークス

10人

☆パソコンで簡単に作れる素敵なオリジナル年賀状！
住所録を使って宛名書きも楽々！デジカメで撮影し
た写真集を素材にします。デジカメをお持ちの方は
ご持参ください。（デジカメを持っていない方は、
プリント写真をお持ちください）

講 師 定 員

場 所 4,200円受講料

日 時

講座20 パソコン年賀状作成・デジカメ講座
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廣瀬直人�先生・廣瀬町子�先生・斎藤幸三�先生

☆10月8日・22日は俳句の作り方、29日は飯田龍太展の
見学をします。11月12日・12月3日は句会、17日は吟行。
楽しみながら基礎から俳句を学んでみましょう。

講 師

40人定 員

春日居あぐり情報ステーション・文学館・忍野八海場 所

1,500円受講料

10月8日・22日・29日、11月12日、
12月3日・17日（吟行）　午後1時30分

日 時

講座21 初めての俳句づくり（初心者限定）

谷桜酒造、サントリー天然水白州工場職員

☆山梨県には、さまざまな素晴らしい地場産業製品が
あります。甲州独特の風土に育まれた製品をつくり
出している工場などをシリーズで訪ねます。やまな
しを再発見してみませんか。

講 師

25人定 員 谷桜酒造、サントリー天然水白州工場場 所

無料受講料 11月5日　午前8時30分
スコレーセンター南側�駐車場集合

日 時

講座26 シリーズ地場産業・やまなしを知る

日本民謡杉の会　会主��萩田久子�先生講 師

20人定 員 境川総合会館場 所

無料受講料

11月19日・26日、12月3日・10日・17日・24日
午後1時30分

日 時

☆心にしみる懐かしい民謡に挑戦してみませんか。思
い切って声を出し、民謡の世界に飛び込んでみましょ
う。

講座22 初心者でも楽しめる民謡教室

☆おおむね60歳以上の方が対象です。健康づくり、介護予防のため
にストレッチや軽運動を学びませんか？講座終了後は、シルバー
体操指導員として地域の健康教室に参加することもあり、仲間づ
くりもできますよ。受講希望者には、後日詳細な内容をお知らせ
します。ただし、健康状態によりご遠慮いただく場合もあります。

関本正志�先生・川上嘉典�先生講 師 30人（市民対象）定 員

石和保健福祉センター3階場 所 無料受講料

9月18日・26日、10月2日・10日・24日・31日、
11月7日・14日・21日・28日、12月5日・12日
午後7時30分～9時

日 時

講座27 シルバー体操指導員初級養成講座

山田清岡�先生ほか

無料

11月7日・14日・28日　午後1時30分（講義）
11月21日　午前8時30分　市春日居支所駐車
場集合（竜門峡ハイキング）

春日居あぐり情報ステーション・甲州市竜門峡

20人

☆7日、14日、28日は講義。21日は甲州市の景徳院から、
紅葉の竜門峡、栖雲寺（せいうんじ）をハイキングし
ます。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座23 「武田信玄公と戦国女性を語る」講座と竜門峡歴史探訪ハイキング

上田恭子�先生

10月2日・9日・16日・23日、11月13日
午後7時30分

20人

☆音楽に合わせて軽やかなリズムに乗って、さわやか
な汗を流してみませんか？秋の夜長のひと時、世界
の民族舞踊（フォークダンス）をみんなで楽しみなが
ら踊ってみましょう!

講 師 定 員

八代総合会館場 所 無料受講料

日 時

講座28 初心者フォークダンス教室

南アルプス市教育委員会文化財課職員ほか

11月6日�午前9時�スコレーセンター南側�駐車場集合

☆私たちの住む山梨でも戦争がありました。その時の
歴史や社会背景を学びながら、県内の戦争遺跡を訪
ねます。そして、私たちの身近にあった戦争を振り返
りながら、平和について考えます。1学期に受講でき
なかった方も、ぜひご参加ください。

講 師

20人定 員

南アルプス市八田地域周辺・山梨大学（甲府市）場 所

無料受講料

日 時

講座24 第2弾「山梨の戦争遺跡を訪ねる」

少林寺拳法山梨石和道院所属拳士

10月2日・9日・16日・23日　午後7時30分

石和清流館

20人

☆近年、特に女性やお年寄りなどが標的にされる通り魔
的な犯行が増えています。見知らぬ相手からの突然
な攻撃に対して、「こんな対処の仕方がある」ことを知っ
ておくことで安心できます。また、整体では肩こり、
腰痛の緩和、身体のゆがみなどの知識を学びます。

講 師 定 員

場 所 1,200円受講料

日 時

講座29 護身術セミナー&整体教室

富士河口湖町��生涯学習課職員

富士河口湖町

20人講 師 定 員

場 所

無料受講料

10月17日　午前9時30分
御坂農村環境改善センター駐車場��集合

日 時

☆笛吹市から始まる鎌倉街道。最近の調査で、河口湖
付近で古道が確認されました。この古道を歩いて、
古（いにしえ）に思いをはせましょう。

講座25 やまなしの街道（旧鎌倉街道）を歩く

半田美恵子�先生 15組

☆リトミックは音楽を通して、見て、聞いて、感じたことを
考えて表現する教育です。絵本の中の主人公になったり、
リズム活動を親子で楽しみながら、小さな心と体を優し
く育んであげましょう。2歳（一人で歩ける）から5歳（未入
園）くらいまでのお子さんが対象です。

講 師 定 員

一宮保健センター・児童館場 所 無料受講料

10月1日・15日・29日、11月12日・26日、
12月10日、1月13日・27日、2月10日・24日
午前10時

日 時

講座30 親子リトミック

山梨学院短期大学保育科教授　川上琴美�先生

10月3日・10日・17日・24日・31日　午後7時30分

☆体の構造に合った継続できるフィットネスを楽しく無理なく行
います。楽しく笑いながら運動して身も心もリフレッシュ。年齢
に関係なく家族全員で参加できます。お子さんとの参加も大歓迎!!
山梨学院短期大学保育科生徒による保育ボランティアも実施し

講 師

40人定 員

いちのみや桃の里スポーツ公園体育館場 所

無料受講料

日 時

講座31 笛吹市・山梨学院連携講座
フィットネス「だれでも、いつでも、かんたんに」

住友信託銀行リテール企画推進部

10月30日（成年後見制度）、11月6日（遺言の有
効活用）・13日（円滑な相続承継）
午後6時15分��スコレーセンター南側駐車場集合

山梨学院大学50周年記念館6階講義室

☆高齢化社会と言われる昨今、安心できる老後を考える上で、
成年後見制度や遺言が注目されています。この講座では、
成年後見制度や遺言の正しい理解と活用法を分かりやす
く説明します。

講 師 20人定 員

場 所 無料受講料

日 時

講座36 笛吹市・山梨学院・住友信託銀行連携講座
「安心できる老後を考える」

☆音楽に合わせ、ゆったりとした気分で、西洋ヨガ（ピ
ラティス）とヨガを融合したエクササイズをしましょ
う。年齢に関係なく気軽にできます。免疫力をアッ
プしてダイエットにもつながり、また、肩こり、腰痛、
関節痛などに効果的です。

早川ましろ�先生講 師 20人定 員

いちのみや桃の里ふれあい文化館場 所

無料受講料

10月2日・9日・16日・23日　午前10時日 時

講座32 西洋ヨガ（ピラティス）とヨガを取り入れたエクササイズ

県立博物館学芸員 50人

☆秋の特別展に関連して、3人の学芸員による講義と
展示解説をします。甲州の食べ物を見直す良い機会
ですよ。市民講座だけの特別講座です。

講 師 定 員

県立博物館場 所

入館料実費受講料

10月23日・30日、11月13日　午後1時30分日 時

講座37 県立博物館・笛吹市連携講座
秋の特別展「甲州たべもの紀行」

飯島貴子�先生 30人

☆3種類（ボール・ベル・ベルター）の用具を使って
行う健康体操です。音楽に合わせて楽しく体を動か
して、筋力アップやストレス解消を図ります。

講 師 定 員

若彦路ふれあいスポーツ館（八代町）場 所 無料受講料

10月30日、11月6日・13日・20日・27日
午前10時

日 時

講座33 3B体操教室

梶田照子�先生

学びの杜みさか（6日）・ミュージアム都留（12日）

講 師 20人定 員

場 所

1,200円（12日の入館料・昼食代含む）受講料

11月6日��午後1時30分　11月12日��午前9時30分
スコレーセンター南側駐車場集合

日 時

☆6日は不用な傘からエコバッグ作りなどをします。
12日は笛吹市のBDF（バイオディーゼル燃料）事業、
都留市の小水力発電「元気くん1号」、ミュージアム
都留の施設を訪れて研修を行います

講座38 地球にやさしいエコ講座

半田美恵子�先生

11月6日・13日・27日、12月4日・11日・18日、
1月15日・22日・29日、2月5日・19日・26日、
3月5日・12日・19日　午前10時

30人

☆おいしいものを食べずに我慢するのはストレスをた
めるだけ。たくさん食べて燃焼する方法を体得しま
しょう。

講 師 定 員

春日居あぐり情報ステーション場 所 無料受講料

日 時

講座34 長期脂肪燃焼プログラム

鈴健興業（株）職員

10月18日（土）　午前9時30分～12時

金川の森管理事務所・鈴健興業（株）

15人

☆限りある資源の有効利用や廃棄物の削減などについ
て学び、リサイクルに関する理解や関心を深めましょ
う。また、リサイクルの講話後は、徒歩で鈴健興業（株）
へ行き、施設を見学します。

講 師 定 員

場 所

無料受講料

日 時

講座39 環境講座�～リサイクルを学ぶ～

上野智子�先生

10月24日・31日、11月7日
午後8時～9時30分

働く婦人の家（八代町）

30人

☆ストレスの多い世の中ですね・・・。ホームヨーガで、
ご自分の体調に合わせ、無理なく呼吸法を学んで身
も心もリフレッシュ！男性の方も、ぐっすり快眠一
緒に体験しませんか。

講 師 定 員

場 所 無料受講料

日 時

講座35 みんなの笑顔が地域をつなぐ③
～ぐっすり快眠！ホームヨーガ教室～

東京電力甲府支社��大久保正仁�先生

10月29日　午後7時～8時30分

働く婦人の家（八代町）

30人

☆「百聞は一見にしかず」CO2削減・地球温暖化・・・毎
日のように目や耳にする言葉です。これらは、地域
や家庭で真剣に取り組まなくてはならない問題です。
見て！聞いて！我が家の省エネプラン作りに挑戦し
ましょう。

講 師 定 員

場 所 無料受講料

日 時

講座40 みんなの笑顔が地域をつなぐ④
～家庭でできる省エネ対策～



���広報ふえふき��2008.08�No.4721 20���広報ふえふき��2008.08�No.47���

やまなしの伝統工芸を体験しませんか

頑張りますので見に来てくださいね

昨年の展示風景

■
日
時
　
８
月
31
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
※
小
雨
決
行

■
場
所
　
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館

■
内
容

○
伝
統
工
芸
品

共
同
展
示
会

○
伝
統
工
芸
品

製
作
実
演

（
水
晶
彫
刻
・

藍（
あ
い
）染

め
な
ど
）

○
伝
統
工
芸
体

験
コ
ー
ナ
ー

（
て
ん
刻
・
手
す
き
和
紙
の
絵
手
紙
作
り
・

藍
染
め
ハ
ン
カ
チ
作
り
な
ど
）

○
貴
石
画
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表
・
貴
石
ゲ

ー
ム
・
模
擬
店
な
ど

※
当
日
に
限
り
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）６
７
４
１

　
当
日
は
、

子
ど
も
た
ち

が
一
生
懸
命

練
習
し
て
き

た
落
語
を
、

元
気
い
っ
ぱ

い
披
露
し
ま

す
。
ま
た
、

林
家
彦
い
ち

門
下
３
年
目

の
子
ど
も
た
ち
は
、
長
編
落
語
や
英
語
落

語
に
挑
戦
。

　
さ
ら
に
、
彦
い
ち
師
匠
の
爆
笑
落
語
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
24
日（
日
）

　
開
場�

�午
後
１
時
30
分
　
開
演�

�２
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
　
大
　
　
　
人
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
　
５
０
０
円

■
問
合
せ
先
（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
）

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
今
年
で
11

回
目
を
迎
え

る
笛
吹
市
出

身
の
戦
没
者

遺
影
展
で
は
、

１
１
０
０
人

以
上
の
方
の

遺
影
や
所
蔵

さ
れ
て
い
る

た
く
さ
ん
の

遺
品
を
展
示
し
て
、戦
没
者
を
し
の
び
ま
す
。

■
日
時
８
月
12
日（
火
）〜
９
月
23
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

○
開
催
中
の
休
館
日

８
月
18
日（
月
）・
25
日（
月
）、
９
月
１
日

（
月
）・
８
日（
月
）・
16
日（
火
）・
22
日（
月
）

■
入
館
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

・
春
日
居
郷
土
館

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）５
１
０
０

・
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

　
こ
の
春
、「
デ
ゴ
イ
チ
」
の
愛
称
で
知
ら
れ

る
蒸
気
機
関
車
の
Ｄ
51
が
、
38
年
ぶ
り
に
期

間
限
定
で
桃
源
郷
に
復
活
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
Ｓ
Ｌ
山
梨
桃
源
郷
号
を
撮
影

し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

　
蒸
気
機
関
車
へ
の
郷
愁
と
38
年
ぶ
り
の
感

動
を
再
び
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
13
日（
水
）〜
17
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
13
日（
水
）は
正
午
か
ら
展
示

　
17
日（
日
）は
午
後
３
時
ま
で
展
示

■
場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

■
主
催
　
笛
吹
市
文
化
協
会
写
真
部

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

あの感動を再び写真で

春日居町小松地内を流れる笛吹川

笛吹権三郎の墓（春日居町小松��長慶寺境内）

笛吹権三郎の像（石和町松本第二平等川に架かる石和橋）

　
笛
吹
市
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
る
笛
吹
川
。

笛
吹
市
と
い
う
名
前
は
、
こ
の
川
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
春
日
居
町
小

松
地
区
を
舞
台
に
笛
吹
川
と
、
名
前
の
由
来

に
な
っ
た
伝
説
を
紹
介
し
ま
す
。

　
笛
吹
川
の
源
流
は
、
鶏
冠
（
け
い
か
ん
）

山
か
ら
流
れ
出
る
東
沢
と
国
師
ヶ
岳
（
こ

く
し
が
た
け
）
か
ら
流
れ
出
る
西
沢
で
す
。

笛
吹
川
は
、
山
梨
市
、
甲
州
市
、
笛
吹
市

を
通
り
、
鰍
沢
町
北
部
で
釜
無
川
と
合
流

し
て
富
士
川
と
な
り
、
駿
河
湾
に
流
れ
込

み
ま
す
。

　
笛
吹
川
（
と
富
士
川
）
は
甲
府
盆
地
を
流

れ
る
最
大
の
河
川
で
、
大
雨
が
降
る
と
氾
濫

（
は
ん
ら
ん
）
し
、
周
辺
の
人
々
を
悩
ま
せ

て
き
ま
し
た
。
特
に
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）

の
大
水
害
で
は
県
下
全
域
に
大
き
な
被
害
が

あ
り
、
笛
吹
川
の
流
路
を
大
き
く
変
え
ま
し

た
。
笛
吹
川
は
現
在
の
第
二
平
等
川
（
近
津

用
水
）
の
流
路
を
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大

水
害
以
降
の
河
川
改
修
に
よ
り
、
現
在
の
流

路
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
笛
吹
川
は
か
っ
て
「
子
酉
（
ね

と
り
）
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
川
が

子
（
北
）
か
ら
酉
（
西
）
の
方
向
に
流
れ
て

い
た
た
め
で
す
。

　
子
酉
川
が
、
後
に
笛
吹
川
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
由
来
は
、
あ
る
伝
説
に
あ

り
ま
す
。

　
昔
、
上
釜
口
（
か
み
か
ま
ぐ
ち
）
村
（
山

梨
市
三
富
）
の
子
酉
川
の
そ
ば
に
、
笛
の
名

手
「
権
三
郎
」
と
年
老
い
た
母
親
が
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。

　
天
正
５
年
（
１
５
７
７
）
７
月
の
豪
雨
で

川
が
氾
濫
し
、
権
三
郎
の
家
は
川
に
流
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
権
三
郎
は
何
と
か
助
か
り

ま
す
が
、
母
親
は
濁
流
に
の
ま
れ
、
行
方
不

明
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
権
三
郎
は
母

親
を
捜
す
た
め
、
子
酉
川
を
い
か
だ
で
下
り

ま
す
。
笛
の
音
が
母
親
の
霊
を
呼
び
寄
せ
る

と
考
え
た
権
三
郎
は
、
い
か
だ
の
上
で
笛
を

吹
き
続
け
ま
す
。
し
か
し
母
親
は
見
つ
か
ら

ず
、
疲
れ
き
っ
た
権
三
郎
も
川
の
深
み
に
は

ま
り
、
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
数
日
後
、
小
松
村
（
春
日
居
町
小
松
）
の

淵
で
、
権
三
郎
の
亡
骸
（
な
き
が
ら
）
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

　
権
三
郎
の
亡
骸
は
、
長
慶
寺
の
円
誉
長
慶

（
え
ん
よ
ち
ょ
う
け
い
）
上
人
に
よ
り
手
厚

く
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
長
慶
寺
に
あ

る
「
笛
吹
権
三
郎
の
墓
」
で
す
。
こ
れ
以
降
、

子
酉
川
は
笛
吹
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
笛
吹
川
と
旧
笛
吹
川
の
周
辺
に
は
、

い
く
つ
か
の
「
笛
吹
権
三
郎
の
像
」
が
建
っ

て
い
ま
す
。
「
笛
吹
権
三
郎
が
笛
を
吹
き
な

が
ら
、
子
酉
川
を
下
り
、
濁
流
に
の
ま
れ
た

母
親
を
捜
し
た
」
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。

　
笛
吹
川
と
い
う
名
に
秘
め
ら
れ
た
悲
し
い

伝
説
は
、
激
流
と
戦
い
な
が
ら
生
き
て
き
た

先
人
の
苦
労
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
「
笛
吹
権
三
郎
の
像
」
を
探

し
な
が
ら
、
笛
吹
川
周
辺
を
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
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樹
齢
１
０
０
年
を
越
え
る
約
２
６
０
本
の

ケ
ヤ
キ
の
下
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

■
対
象
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
（
た
だ
し
、
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
日
時
８
月
23
日（
土
）　
※
雨
天
中
止

受
付
　
午
前
９
時
30
分

■
場
所

　
稲
山
ケ
ヤ
キ
の
森
（
八
代
町
岡
）�

■
内
容

○
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
フ
ル
ー
ト
三
重
奏
」

　
参
加
自
由
・
参
加
費
無
料

　
飲
み
物
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

○
木
工
教
室
「
間
伐
材
で
や
じ
ろ
べ
ぇ
を
作

ろ
う
」

先
着
１
０
０
人
（
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
）・
参
加
費
５
０
０
円

作
業
の
で
き
る
服
装
で
、
帽
子
、
飲
み
物
、

雨
具
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付
（
木
工
教
室
）

８
月
１
日（
金
）〜
８
月
11
日（
月
）

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
八
代
支
所
　
地
域
課

☎
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
１

　
高
齢
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
高
齢
者

が
長
年
続
け
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
や
、
誰
も
が

手
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会

を
設
け
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
同
士
の
交
流

や
、
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
や
増
進
、
生
き

が
い
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
参
加
資
格

　
県
内
在
住
の
満
60
歳
以
上
の
男
女
（
平
成

20
年
９
月
１
日
現
在
）

■
日
程
　
９
月
27
日（
土
）

（
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
９
月
20
日

（
土
））

■
場
所

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ほ
か

■
募
集
種
目

ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
テ
ニ
ス
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
（
ラ
リ
ー
・
ダ

ブ
ル
ス
）
・
ペ
タ
ン
ク
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
輪
投
げ
・
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

（
種
目
に
よ
り
募
集
人
員
が
異
な
り
ま
す
。

な
お
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
締
切
　
８
月
15
日（
金
）�

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
本
所
（
八
代
地
域
事
務
所
）

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）５
１
８
２

・
石
和
地
域
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
６
７

・
御
坂
地
域
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）０
８
４
８

・
一
宮
地
域
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
２
８
８

・
境
川
地
域
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
６
６
）５
９
１
１

・
春
日
居
地
域
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）３
６
６
７

・
芦
川
地
域
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
９
８
）２
１
７
０

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
20
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
締
切
　
８
月
31
日（
日
）

■
問
合
せ
先
　

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
５
１
）２
２
３
８

木工教室に参加しませんか

森に流れるフルートの涼やかな音色

　
ほ
か
の
学
校
や
、
違
う
学
年
の
お
友
達
と

楽
し
く
囲
碁
や
将
棋
を
指
し
ま
せ
ん
か
。

　
今
大
会
か
ら
中
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
小
・
中
学
生

■
日
時
　
８
月
19
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
定
員
　
囲
碁
・
将
棋
各
40
人

■
参
加
料
　
無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

※
お
弁
当
と
飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
囲
碁
の
ル
ー
ル

19
路
盤
を
使
い
、
互
先
で
黒
の
６
目
半

コ
ミ
出
し

■
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
県
で
は
、
統
計
グ
ラ
フ
作
成
を
通
し
て
、

統
計
を
活
用
し
、
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
「
統

計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
県
内
在
住
の
小
学
生
以
上

■
部
門

○
第
１
部
　
小
学
１
・
２
年
生

○
第
２
部
　
小
学
３
・
４
年
生

○
第
３
部
　
小
学
５
・
６
年
生

○
第
４
部
　
中
学
生

○
第
５
部
　
高
校
以
上
の
生
徒
・
学
生
、

　
　
　
　
　
一
般

○
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

　
　
　
　
　
小
学
生
以
上

■
課
題
　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学
４
年
生
以

下
の
児
童
は
、
み
ず
か
ら
観
察
ま
た
は

調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

と
し
ま
す
）

■
規
格
　
Ｂ
２
版
（
72
・
８
㎝
×
51
・
５
㎝
）

で
紙
質
、
色
彩
は
自
由

※
パ
ネ
ル
仕
上
げ
、
表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ

ー
な
ど
の
調
整
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法
　
県
企
画
部
統
計
調
査
課
に
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切�

�９
月
５
日（
金
）

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
　
企
画
部
　
統
計
調
査
課

　
☎
０
５
５（
２
２
３
）１
３
４
４

　
県
で
は
、
農
村
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
、

農
作
業
や
生
活
の
様
子
な
ど
、
幅
広
く
農
村

の
風
景
を
と
ら
え
た
写
真
や
、
農
業
・
農
村
・

土
地
改
良
施
設
（
農
道
・
水
路
・
た
め
池
な

ど
）
が
、
地
域
の
生
活
や
県
土
の
保
全
な
ど

に
果
た
し
て
い
る
役
割
を
と
ら
え
た
写
真
を

募
集
し
ま
す
。

■
作
品
の
規
定

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
切
（
２
５
４
×
３

０
５
㎜
）
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
切
（
２
５

４
×
３
６
５
㎜
）
で
合
成
処
理
を
し
て

い
な
い
も
の

○
フ
ィ
ル
ム
（
リ
バ
ー
サ
ル
、
ネ
ガ
）
の
使

用
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
た
作
品
の
応
募
も
で
き

ま
す
。

　
た
だ
し
、
写
真
の
プ
リ
ン
ト
は
銀
塩
プ
リ

ン
ト
を
で
き
る
だ
け
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
画
像
の
加
工
な
ど
は
不
可
で
す
。

○
作
品
は
自
作
品
・
未
発
表
の
も
の
で
、
平

成
17
年
９
月
１
日
以
降
に
県
内
で
撮
影

し
た
も
の
と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　
県
農
政
部
耕
地
課
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
山
梨
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟

店
（
写
真
店
）
に
持
参
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

■
応
募
締
切�

　
８
月
31
日（
日
）当
日
消
印
有
効

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
４
０
０
―
８
５
０
１

甲
府
市
丸
の
内
１
―
６
―
１

（
山
梨
県
庁
本
館
６
階
）

山
梨
県
　
農
政
部
　
耕
地
課

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
６
２
７

みんなで囲碁や将棋を楽しみませんか

どんな風景を未来に伝えたいですか
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緑
地
管
理
に
必
要
な
機
械
器
具
（
刈
払
い

機
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
）
の
種
類
や
安
全

な
取
り
扱
い
の
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
お
お
む
ね
60
歳
代
前
半
で
、
雇

用
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

■
日
時
　
８
月
28
日（
木
）〜
９
月
４
日（
木
）

の
土
、
日
、
月
を
除
く
５
日
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
峡
東
地
域

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
20
人

■
申
込
締
切
　
８
月
15
日（
金
）

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
知
識
、

技
能
を
習
得
し
、
介
護
分
野
へ
の
就
職
を
目

指
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
お
お
む
ね
60
歳
台
前
半
で
、
雇

用
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

■
日
程
　
９
月
９
日（
火
）〜
10
月
22
日（
水
）

の
土
、
日
、
月
を
除
く
22
日
間

■
場
所
　
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
20
人

■
申
込
締
切
　
８
月
25
日（
月
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

・（
社
）笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）０
０
９
９

・（
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
連
合
会

　
☎
０
５
５（
２
２
８
）８
３
８
３

　
県
で
は
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
関
心
の
あ
る
方
や
行
政
職
員
な
ど
を

対
象
に
、
地
域
の
課
題
を
発
見
し
解
決
し
て

い
く
参
考
に
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
基
調
講
演
講
師
は
、
テ
レ
ビ
番
組
司
会
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
堀
尾
正
明
氏
で
、
地

域
が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
、
全
国
各
地
の

先
進
的
、
特
徴
的
な
具
体
的
事
例
を
取
り
入

れ
、
分
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講

演
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
５
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

■
場
所
　
県
立
文
学
館
講
堂

■
入
場
料
　
無
料

■
内
容

○
基
調
講
演

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
申
込
方
法

　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、申
込
者
多
数
で
会
場
に
入
場
で

き
な
い
場
合
の
み
連
絡
し
ま
す
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
市
町
村
課

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
４
２
３

℻
０
５
５（
２
２
３
）１
４
２
８

Ｅ
メ
ー
ル�

sh
ic
h
o
so
n
@
p
re
f.y
a
m
a
n
a
sh
i.lg
.jp

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
や
ス
イ
ン
グ
、
ア
プ
ロ

ー
チ
な
ど
の
練
習
を
し
て
、
短
期
間
で
上
達

し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
８
月
９
日（
土
）〜
30
日（
土
）の
間

の
毎
週
土
曜
日
（
４
回
コ
ー
ス
）

　（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
）

　
受
付
　
午
前
９
時
か
ら
　
　

　
開
催
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
金
川
の
森
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
場
（
ス
ポ
ー
ツ
の
森
）

■
定
員
　
20
人
（
小
学
生
以
上
）

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
用
具
代
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
県
で
は
、
母
子
世
帯
や
寡
婦（
か
ふ
）、
父

子
世
帯
を
対
象
に
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
実
態

調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
各
世
帯
の
生
活
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
今
後
の
福
祉
施
策
を

進
め
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目

的
に
、
４
年
に
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
県
内
の
母
子
世
帯
や
寡
婦
、
父
子
世
帯

か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
世
帯

■
調
査
時
期
　
８
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）

■
調
査
方
法

調
査
員
が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査

票
を
配
布
し
、
後
日
、
回
収
に
伺
い
ま
す
。

■
調
査
事
項

世
帯
、
住
居
、
職
業
や
生
計
、
児
童
、

生
活
、
福
祉
制
度
、
悩
み
や
福
祉
行
政

へ
の
要
望
に
関
す
る
こ
と

■
実
施
主
体
　
山
梨
県

■
問
合
せ
先

　
県
福
祉
保
健
部
　
児
童
家
庭
課
　

　
☎
０
５
５（
２
２
３
）１
４
５
９

　
身
体
や
精
神
に
著
し
く
重
度
で
永
続
す
る

障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介

護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
、
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
該
当
す
る
障
害
程
度

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
該
当
に
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
（
視
力･

聴
覚
障

害
な
ど
一
部
２
級
）
程
度
の
異
な
る
障

害
が
２
つ
以
上
あ
る
方

○
最
重
度
程
度
の
知
的
障
害
や
同
程
度
以
上

の
精
神
障
害
が
あ
る
方

■
手
当
月
額
　
２
万
６
４
４
０
円

※
な
お
、
施
設
な
ど
に
入
所
・
入
院
（
３
カ

月
以
上
継
続
）
し
て
い
る
場
合
や
所
得

制
限
な
ど
に
よ
り
、
手
当
が
支
給
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
身
体
や
精
神
に
重
度
の
永
続
す
る
障
害
が

あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
要

す
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
方
に
、
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
該
当
す
る
障
害
程
度

※
障
害
程
度
に
よ
り
、
該
当
に
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
が
１
級
程
度
（
両
手

指
欠
損
な
ど
一
部
の
２
級
）
に
該
当
す

る
方

○
療
育
手
帳
が
「
Ａ
―
２
ａ
」
程
度
の
知
的

障
害
、
ま
た
は
同
程
度
以
上
の
精
神
障

害
の
あ
る
方

■
手
当
月
額
　
１
万
４
３
８
０
円

※
な
お
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

や
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
（
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
）

場
合
、
ま
た
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
、

手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
永
続
す
る

障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
母
な
ど
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方

に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
要
件

○
父
ま
た
は
母
（
養
育
者
）

・
対
象
児
童
を
監
護
し
て
い
る
こ
と

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

○
対
象
児
童

・
20
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

・
障
害
を
理
由
と
す
る
年
金
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

・
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い

こ
と

○
対
象
児
童
の
障
害
の
程
度

　
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
す
が
、
原

則
と
し
て
手
当
認
定
診
断
書
に
よ
っ
て

認
定
し
ま
す
。
（
身
体
障
害
者
手
帳
や
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合
、
診
断
書
を

省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

手
当
１
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級･

２
級
程
度
の

方
・
療
育
手
帳
「
Ａ
―
１
、
Ａ
―
２
ａ
、
Ａ
―

２
ｂ
」
程
度
の
知
的
障
害
ま
た
は
同
程

度
の
精
神
障
害
の
あ
る
方

手
当
２
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
３
級
程
度
（
下
肢
障

害
な
ど
は
一
部
４
級
程
度
ま
で
）
の
方

・
日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
程
度

の
知
的
障
害
ま
た
は
同
程
度
の
精
神
障

害
の
あ
る
方

■
支
給
制
限

　
手
当
を
請
求
す
る
方
（
原
則
は
父
）

や
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

■
手
当
月
額
（
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
）

○
１
級
　
５
万
７
５
０
円

○
２
級
　
３
万
３
８
０
０
円

■
認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

○
請
求
者
と
対
象
児
童
を
含
む
世
帯
全
員
の

戸
籍
謄
本
（
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証

明
書
の
写
し
）

○
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
の

方
は
登
録
済
証
明
書
の
写
し
）

○
所
定
の
診
断
書
（
用
紙
は
福
祉
事
務
所
福

祉
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

○
そ
の
他
必
要
な
書
類

　
８
月
11
日（
月
）か
ら
９
月
10
日（
水
）ま
で

に
、
「
所
得
状
況
届
」
（
前
年
の
所
得
状
況
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
期
間
に
提
出
さ
れ
な
い
と
、
手
当
の

支
給
が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１
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10
月
１
日
か
ら
、
障
害
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が

変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
新
基
準
で
該
当
に
な
る
方

の
受
け
付
け
を
８
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
10
月
か
ら
の
減
免
対
象
に
な
り
ま
す
）

　
ま
た
、
従
来
の
基
準
に
よ
る
受
け
付
け
も

引
き
続
き
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
場
所

　
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
課

■
持
ち
物

・
該
当
す
る
手
帳

・
印
か
ん

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課

　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）１
２
７
１

　
介
護
保
険
の
福
祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
を

ご
存
知
で
す
か
。

　
福
祉
用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
心
身
の

機
能
低
下
に
よ
っ
て
日
常
生
活
に
支
障
が
あ

り
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
が
、
で
き
る

だ
け
居
宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
め
る

よ
う
に
、
車
椅
子
や
特
殊
寝
台
な
ど
の
福
祉

用
具
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

※
た
だ
し
、
要
介
護
度
に
よ
り
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
品
目
が
異
な
り
ま
す
。

―�

福
祉
用
具
を
選
ぶ
際
に
は�

―

　
介
護
保
険
に
お
い
て
、
福
祉
用
具
を

借
り
る
場
合
、
同
種
類
の
用
具
で
あ
っ

て
も
、
事
業
者
に
よ
っ
て
利
用
金
額
は

異
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
（
指
定
を
受
け
て
い
る
事
業
者

か
ら
の
）
福
祉
用
具
購
入
の
場
合
も
、

事
業
者
に
よ
っ
て
購
入
金
額
は
異
な
り

ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
や

身
体
状
況
な
ど
を
よ
く
考
え
た
上
で
、

最
も
適
し
た
福
祉
用
具
を
選
択
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課

　
介
護
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
３

○利用者負担額は、このように差が生じます。
○保険給付額についても差が生じることになります。これらが積み重なることにより、介護給付費の増大
につながりますので、日頃から、適正な介護保険サービス利用にご協力をお願いします。

　
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
診
制
度
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
重
点
を
お
い
た
特
定

健
康
診
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
４
月
か

ら
実
施
さ
れ
た
石
和
・
一
宮
・
芦
川
地
区
の

受
診
率
は
23
・
１
％
で
し
た
。

　
こ
の
受
診
率
が
24
年
度
ま
で
に
65
％
を
超

え
な
い
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す

る
国
か
ら
の
支
出
が
減
り
、
そ
の
分
を
国
民

健
康
保
険
財
源
で
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
結
果
と
し
て
保
険
税
が
上
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
は
、
病
気

の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、
ま

た
、
増
え
続
け
る
医
療
費
や
保
険
税
の
節
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
安
定
し
た
国
民
健
康

保
険
の
運
営
の
た
め
に
も
、
特
定
健
康
診
査

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
各
地
区
の
特
定
健
康
診
査
実
施
予
定

○
春
日
居（
春
日
居
保
健
セ
ン
タ
ー
）

９
月
12
日
（
金
）・
13
日
（
土
）・
16
日
（
火
）・

17
日（
水
）・
18
日（
木
）・
19
日（
金
）・
20
日（
土
）

○
御
坂（
御
坂
体
育
館)

９
月
30
日（
火
）、10
月
１
日（
水
）・
２
日（
木
）・

３
日
（
金
）・
４
日
（
土
）・
６
日
（
月
）・
７
日

（
火
）・
８
日（
水
）

○
境
川（
境
川
坊
ヶ
峯
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー)

10
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）・
20
日
（
月
）・

21
日（
火
）・
22
日（
水
）・
23
日（
木
）

○
八
代（
八
代
総
合
会
館
）

10
月
30
日
（
木
）・
31
日
（
金
）
、
11
月
１
日

（
土
）・
４
日（
火
）・
５
日（
水
）・
６
日（
木
）・

７
日（
金
）

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
保
健
指
導
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
の
あ

る
方
、
ま
た
平
成
19
年
度
所
得
課
税
の
た

め
非
該
当
と
な
っ
た
方
で
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
８
月
中
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
に
は
、
更
新
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
資
格
要
件

○
ひ
と
り
親
な
ど
の
住
所
が
本
市
に
あ
り
、

平
成
20
年
度
（
平
成
19
年
中
）
の
所
得

税
非
課
税
の
方

○
同
居
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の
平
成
20
年

度
（
平
成
19
年
中
）
の
所
得
が
、
児
童

扶
養
手
当
制
度
の
所
得
制
限
限
度
額
未

満
の
方

―
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は
―

　
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
、
精

神
的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
ま
た

そ
の
家
庭
の
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
で
す
。

■
対
象
者

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
、
母
、
養
育
者
と
そ

の
児
童
（
満
18
歳
の
年
度
末
ま
で
）

○
両
親
が
い
な
い
児
童

○
所
得
税
非
課
税
の
方

○
同
居
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
の
所
得
額
が
、

定
め
ら
れ
た
所
得
制
限
を
超
え
な
い
方

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課
　

　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該
当
す
る
方
に
「
現

況
届
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
を
し
な
い
と
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方
も
、

受
給
資
格
継
続
の
た
め
、
必
ず
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

―�

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は�

―

　
こ
の
手
当
は
、
父
親
と
生
計
が
別
の

児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
の
た
め
、
手
当
を
支

給
し
て
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

■
手
当
受
給
資
格

　
０
歳
か
ら
18
歳
に
達
し
て
か
ら
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
、
母
ま
た
は
母
に
代
わ
る
養
育
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
要
件

○
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童
（
遺
族
年
金
受
給
者

は
除
く
）

○
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

○
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

○
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄（
い
き
）

さ
れ
て
い
る
児
童

○
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
（
こ
う
き

ん
）さ
れ
て
い
る
児
童

○
未
婚
の
母
の
子

○
棄
児（
き
じ
）

■
支
給
額

①
手
当
月
額

４
万
１
７
２
０
円（
全
額
支
給
）

４
万
１
７
１
０
円
〜
９
８
５
０
円

（
一
部
支
給
）

②
第
２
子
加
算
額
　
　
　
　
５
０
０
０
円
　

③
第
３
子
以
降
加
算
額
　
　
３
０
０
０
円

■
手
当
の
支
給

　
毎
年
４
月
・
８
月
・
12
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の

前
月
分（
４
カ
月
分
）ま
で
を
支
給
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課

　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

身体障害者精神障害者 知的障害者

適
用
外

市
長
が
低
所
得
で

あ
る
と
認
め
る
世
帯

9
月
30
日
ま
で

全
額
免
除(

障
害
者
が
世
帯
構
成
員
に
い
る
場
合)

半
額
免
除
（
障
害
者
が
世
帯
主
の
場
合
）

世
帯
構
成
員
全
員

が
市
民
税
非
課
税

世
帯
構
成
員
全
員

が
市
民
税
非
課
税

10
月
1
日
か
ら

9
月
30
日
ま
で

10
月
1
日
か
ら

適
用
外

適
用
外

重
度
の
知
的
障
害

者
（
療
育
手
帳
Ａ
判

定
以
上
）
が
い
る
世

帯
で
、
世
帯
構
成

員
全
員
が
市
民
税

非
課
税

世
帯
構
成
員
全
員

が
市
民
税
非
課
税（
Ａ

判
定
以
外
も
対
象
）

○
視
覚
障
害
者
ま
た

は
聴
覚
障
害
者

○
重
度
の
肢
体
不

自
由
者（
1
・
2
級
）

重
度
の
精
神
障
害

者（
１
級
）

重
度
の
知
的
障
害

者
（
療
育
手
帳
Ａ
判

定
以
上
）

○
視
覚
障
害
者
ま
た

は
聴
覚
障
害
者�

○
重
度
の
身
体
障
害

者
（
1
・
2
級
、
内

部
機
能
障
害
な
ど

を
追
加
）

� 給付総額� 5,000円� 6,000円� 8,000円

� 利用者負担額（1割）� 500円� 600円� 800円

�介護保険給付額（9割）� 4,500円� 5,400円� 7,200円

� 給付総額� 120,000円� 144,000円� 192,000円

� 利用者負担額（1割）� 12,000円� 14,400円� 19,200円

�介護保険給付額（9割）� 108,000円� 129,600円� 172,800円

C　社

1カ月利用した場合

2年間利用した場合

利用期間 費用種別 A　社 B　社
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☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
「
現

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
す
で
に
受
給

者
あ
て
に
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
６
月
以
降
の
手
当

が
停
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部�

�
�児

童
課�

�
�児

童
家
庭
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
境
川
児
童
館
・
境
川
保
育
園
で
は
、
楽
し

く
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

地
域
の
愛
育
班
や
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
、
子
育
て
支
援
「
親
子
で

遊
ぼ
う
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
の
情
報
交
換
や
交
流

の
場
と
し
て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
未
就
園
児
親
子
な
ど

■
日
時
　
毎
月
第
３
火
曜
日

　（
８
月
は
28
日（
木
）開
催
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
境
川
児
童
館
・
芝
生
広
場

■
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
境
川
児
童
館

　
☎
０
５
５（
２
６
６
）８
０
７
７

　
幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）の
そ
れ
ぞ
れ
の
良

さ
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
先
輩
マ
マ
た
ち
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら

え
ま
す
。

■
対
象
　
幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）に
入
園
、

入
所
を
考
え
て
い
る
保
護
者
と
子
ど
も

30
組

■
日
時
　
８
月
20
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階
集
会
室

■
内
容

○
幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）に
つ
い
て
の
学
習

○
現
在
、
市
内
、
市
近
隣
の
幼
稚
園
や
保
育

所（
園
）に
通
園
中
の
園
児
が
い
る
マ
マ
と

の
座
談
会
・
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ

■
講
師
社
会
福
祉
法
人�

�わ
か
ば
保
育
園

小
林
真
由
美
園
長

※
講
座
や
座
談
会
中
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
中
高

生
が
、
同
じ
会
場
内
で
お
子
さ
ん
と
遊

び
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
。

■
主
催
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず
い

ち
の
み
や

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
N
P
O
法
人

　
H
a
p
p
y
�
S
p
a
c
e
�
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）０
２
１
８

※
こ
の
事
業
は
、市
が
N
P
O
法
人「
H
a
p
p
y
�

S
p
a
c
e

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
」
に
委
託
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
八
代
・
境
川
・
春
日
居
の
各
農
産
物
直
売

所
で
は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
の
一
環
と
し
て

８
月
１
日
か
ら
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
行
な
い

ま
す
。

　
買
い
物
の
際
に
は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　
身
近
な
環
境
保
護
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
対
象
者
に
は
、
予
診
票
、
契
約
医
療
機
関

な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
方
や
予
診

票
の
な
い
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持
ち
の
方
は
、
新

し
い
予
診
票
と
交
換
し
ま
す
の
で
、
各

支
所
の
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�

通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平成20年6月生まれ

平成19年9月生まれ

平成9年9月生まれ

現在見合わせています

買い物にはマイバックを

人でにぎわう農産物直売所

　
社
会
保
険
庁
か
ら
、
今
年
５
月
ま
で
に
す

べ
て
の
受
給
者
に
、
ま
た
７
月
か
ら
10
月
ま

で
に
す
べ
て
の
現
役
加
入
者
に
、
年
齢
が
上

の
方
か
ら
順
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届

け
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
記
録
に
「
も
れ
」
や
「
間
違
い
」
が

な
く
て
も
、
す
べ
て
の
方
が
必
ず
回
答
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
回

答
し
ま
し
ょ
う
。

■
緑
色
の
封
筒
で
届
き
ま
す

○
現
役
加
入
者�

(自
営
業
、
専
業
主
婦
、
学

生
な
ど
）
の
場
合

　
本
人
の
住
所
に
ね
ん
き
ん
特
別
便
が
届
き

ま
す
。

○
会
社
勤
め
の
方

　
勤
務
先
を
通
じ
て
受
け
取
る
か
、
ま
た
は

本
人
の
住
所
に
届
き
ま
す
。

※
年
金
受
給
者
の
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
、

本
人
の
住
所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
ま
だ

届
い
て
い
な
い
方
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ま
た
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
住
所
変
更
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
確
実
に
届
け

ら
れ
る
た
め
に
は
、
社
会
保
険
庁
へ
の

正
し
い
住
所
登
録
が
必
要
で
す
。
変
更

手
続
き
の
方
法
は
、
最
寄
り
の
社
会
保

険
事
務
所
ま
た
は
市
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
氏
名
を
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
平
成
８
年
以
前
に
旧
姓
で
年
金
に
加

入
し
て
い
た
方
は
、
特
に
注
意
し
て
記

録
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

I
P
電
話
・
P
H
S
の
場
合

☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
４
４

(

月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

第
２
土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）１
４
３
１

・
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
市
役
所
国
民
健
康
保
険
課
で
年
金
加
入
記

録
を
確
認
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
を
お
持
ち
に
な
り
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、
「
委
任

状
」
と
、
来
庁
す
る
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
デ
ー
タ
更
新
の
た
め
パ
ソ
コ
ン
が

使
え
な
い
期
間
中
は
、
後
日
郵
送
に
な

り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
環
境
部

国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
６
月
に
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
し
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
に
お
い
て
も
東
海
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
大
き
な
地
震
災
害
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
の
危
険
性
、
現
在
お
住
ま
い
の
家
の

耐
震
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
耐
震
化
を
推

進
す
る
た
め
、
木
造
個
人
住
宅
の
耐
震
診
断

受
診
者
を
再
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

住
宅
（
同
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
を

行
っ
た
場
合
も
可
能
）

○
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て

以
下
の
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、
ツ
ー

バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象
外
）

○
長
屋
や
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の
２
分

の
１
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
住
宅

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
、
所
有
し
て

居
住
し
て
い
る
住
宅
（
複
数
の
住
宅
を

所
有
し
て
い
る
場
合
は
、
主
に
居
住
し

て
い
る
１
棟
が
対
象
）

■
費
用
　
耐
震
診
断
の
費
用
は
、
市
が
全
額
負

担
し
ま
す
。

■
募
集
戸
数
　
10
戸

■
受
付
期
間

　
８
月
４
日（
月
）〜
22
日（
金
）

■
申
込
方
法

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま
た
は
各
支
所

に
備
え
ら
れ
て
い
る
申
込
書
に
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

計
画
指
導
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
４
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笛吹市森林総合整備事業

一般の森林整備事業（一般造林事業）

環境公益林整備支援事業（間伐のみ）

国補助金
51％

所有者負担
32％

県上乗せ金
32％

市補助金
32％

国補助金
51％

国補助金
51％

県補助金
17％

県補助金
17％

県補助金
17％

整備（間伐）後

整備前（混み合って下草も生えない状態）

　
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
、
農
薬
危

害
防
止
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
農
薬
を
安
全
か
つ
適
正
に
使
用
し
、
保
管

管
理
の
徹
底
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
体
調
管
理

・
体
調
が
優
れ
な
い
、
疲
労
し
て
い
る
時
は

農
薬
を
使
用
し
な
い
。

・
使
用
日
の
前
日
、
使
用
後
に
は
、
飲
酒
を

控
え
、
十
分
睡
眠
を
と
る
。

・
体
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、
医
師
の
診
断
を

受
け
る
。

○
農
薬
散
布
作
業

・
農
薬
の
調
整
ま
た
は
使
用
す
る
時
は
、
農

薬
用
マ
ス
ク
、
保
護
メ
ガ
ネ
な
ど
の
防

護
装
具
を
着
用
す
る
。

・
農
薬
使
用
時
に
、
子
ど
も
や
作
業
に
関
係

の
な
い
人
が
作
業
現
場
に
近
づ
か
な
い

よ
う
配
慮
す
る
。

・
作
業
中
は
、
農
薬
の
飛
散
を
抑
え
、
風
の

強
さ
や
向
き
、
周
辺
環
境
に
注
意
す
る
。

・
農
薬
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を

確
認
し
、
使
用
基
準
や
注
意
事
項
に
従

っ
て
使
用
す
る
。

○
保
管
管
理

・
農
薬
は
鍵
が
か
か
る
場
所
に
保
管
し
、
管

理
に
は
十
分
注
意
す
る
。

・
農
薬
を
他
の
容
器
（
清
涼
飲
料
水
の
容
器

な
ど
）
へ
移
し
替
え
な
い
。

■
問
合
せ
先

　
峡
東
農
務
事
務
所
　
農
業
農
村
支
援
課

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
８
３
０

�
�
�

　
森
林
は
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
災
害
の
防

止
、
木
材
生
産
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
持
ち
、

私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
野
生
生
物
の
す
み
家
で
あ
り
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
と
い
う
重
要
な
役
割
を

も
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ヒ
ノ
キ
な
ど

の
人
工
林
で
は
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
荒

廃
し
た
森
林
が
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

森
林
の
機
能
の
維
持
、
向
上
を
図
る
た
め
に

は
整
備
が
必
要
で
す
。

■
県
で
推
進「
環
境
公
益
林
整
備
支
援
事
業
」

　
国
と
県
が
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
で
、

森
林
組
合
な
ど
が
森
林
所
有
者
の
負
担

な
し
で
間
伐
を
行
う
制
度
で
す
。

○
対
象
と
な
る
森
林
、
条
件
な
ど

　
笛
吹
市
森
林
整
備
計
画
で
「
水
土
保

全
林
」
か
「
森
林
と
人
と
の
共
生
林
」

と
さ
れ
て
い
る
私
有
林
が
対
象
で
す
。

　
「
非
常
に
混
み
合
っ
て
い
る
」
、
「
樹
高

に
比
べ
幹
が
細
く
折
れ
や
す
い
」、「
形
質

が
不
良
の
木
が
多
い
」
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
間
伐
後
10
年
間
は
転
用
ま
た

は
皆
伐
を
行
わ
な
い
、
20
年
間
は
公
益

的
機
能
を
損
な
う
行
為
を
行
わ
な
い
と

い
っ
た
内
容
の
協
定
、
誓
約
を
交
わ
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
市
で
実
施「
笛
吹
市
森
林
総
合
整
備
事
業
」

　
国
と
県
の
補
助
金
を
利
用
し
、
市
が

所
有
者
に
係
る
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
で
、

森
林
所
有
者
の
負
担
な
し
で
、
間
伐
を

含
む
森
林
整
備
を
行
う
制
度
で
す
。

○
対
象
と
な
る
森
林
、
条
件
な
ど

　
笛
吹
市
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
た

民
有
林
に
限
り
ま
す
。

　
国
補
事
業
（
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
、

森
林
居
住
環
境
整
備
事
業
）
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
業
計
画
を
立
て
、
市
の
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
お
持
ち
の
山
や
身
近
な
山
で
荒
廃
し

て
し
ま
っ
た
森
林
の
間
伐
や
森
林
整
備

を
行
い
た
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課�

　
農
林
経
営
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

・
中
央
森
林
組
合

　
☎
０
５
５（
２
３
２
）０
５
８
１�

・
峡
東
森
林
組
合

　
☎
０
５
５
３（
３
３
）２
９
０
１�

・
県
峡
東
林
務
環
境
事
務
所

　
森
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
２
２

　
県
で
は
「
土
砂
災
害
防
止
法
」
に
基
づ
き
、

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
基
礎
調
査
を
、
笛
吹

市
内
で
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

　
現
地
調
査
で
は
、
周
辺
の
建
築
物
の
位
置

な
ど
の
確
認
、
現
地
状
況
の
写
真
撮
影
の
ほ

か
、
が
け
崩
れ
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
の
危

険
性
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
に
伴
い
、
住
宅
な
ど
の
敷
地
内
へ
の

立
ち
入
り
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
基
礎
調
査
は
業
者
に
業
務
委
託
し

て
お
り
、
調
査
員
は
県
峡
東
建
設
事
務

所
発
行
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
、
必

要
に
応
じ
て
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
期
間
（
第
１
回
現
地
立
ち
入
り
）

平
成
20
年
８
月
中
旬
〜
平
成
21
年
２
月

下
旬
（
予
定
）

■
平
成
20
年
度
調
査
予
定
場
所

石
和
（
松
本
）
・
御
坂
（
藤
野
木
・
竹
居
・

尾
山
・
大
野
寺
）・
一
宮（
市
之
蔵
・
新
巻
・

東
新
居
・
金
沢
・
石
）・
八
代（
米
倉
・
岡
・

竹
居
）・
境
川（
藤
垈
・
三
椚
・
大
黒
坂
・

大
窪
）・
春
日
居（
鎮
目
・
国
府
）

■
問
合
せ
先

　
県
峡
東
建
設
事
務
所

　
河
川
砂
防
管
理
課
　
南
部
河
川
砂
防
担
当�

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
１
６

　平成19年度の中山間地域等直接支払制度の実施状況を公表します。
　中山間地域では、傾斜農地であることと担い手不足・高齢化などによる労働力不足や鳥獣被害等
の生産条件の不利が原因となり、耕作放棄地が増加傾向にあります。そのため、耕作放棄地の発生
を防止し、国土の保全や住民に対して水源の涵養(かんよう)などの多面的機能を確保するために、
中山間地域等直接支払交付金が交付されています。

活動内容

農業生産活動など
○耕作放棄の防止などの活動
（鳥獣被害防止対策、農地
の法面管理など）
○水路･農道などの管理活動
○国土保全機能を高める取り
組み（周辺林地の下草刈り、
土壌流亡に配慮した営農）
○自然生態系の保全に資する
取り組み

農業生産活動などの体制整備
○高付加価値型農業の実践
○新規就農者の確保
○認定農業者の育成
○多面的機能の持続的発揮に
向けた非農家･他集落との
連携

※上記の活動のうち、協定ご
とに地域の現状や特性に応
じた活動が行われています。

集落協定名 参加戸数 面　積(㎡) 単価 交付金(円)

■問合せ先　産業観光部　農林振興課　農産推進担当　☎０５５(２６２)４１１１

�松　　本� 31� 37,077� 通常� 129,769�
�十　　郎� 59� 173,247� 通常� 606,364�
�戸　　倉� 29� 116,931� 通常� 409,258�
� 新�上�宿� 45� 117,992� 通常� 811,420�
�坂　　野� 47� 158,624� 通常� 555,184�
�道場･駒留� 53� 117,673� 通常� 411,855�
�若　　宮� 54� 112,794� 通常� 394,779�
�尾　　山� 71� 135,898� 通常� 475,643�
� 大�野�寺� 48� 125,010� 通常� 437,535�
�御坂竹居� 52� 107,532� 通常� 376,362�
�旭　　村� 8� 10,004� ８割� 28,011�
�新巻･柿沢� 11� 10,764� ８割� 30,139�
�新巻･土塚� 18� 27,364� ８割� 76,619�
� 弾�正�原� 13� 14,922� ８割� 41,781�
� 天�狗�平� 18� 21,236� ８割� 59,460�
� 奈�良�原� 61� 259,757� ８割� 740,048�
�八代竹居� 115� 117,735� ８割� 342,811�
� 岡� 79� 101,604� ８割� 284,491�
�前間田Ａ� 40� 85,546� 通常� 299,411�
�前間田Ｂ� 17� 24,800� 通常� 86,800�
� 大�窪�Ａ� 9� 17,653� ８割� 49,428�
� 大�窪�Ｂ� 15� 23,253� ８割� 65,108�
� 大�窪�Ｃ� 15� 23,889� ８割� 152,889�
�藤　　垈� 27� 30,487� ８割� 92,566�
� 春�日�居� 77� 249,356� ８割� 975,546�
� 上�岩�下� 20� 50,739� ８割� 466,798�
�大　　林� 9� 21,684� ８割� 199,492�
�大　　平� 17� 36,911� ８割� 339,581�
� 上�芦�川� 56� 140,824� ８割� 510,394�
� 新�井�原� 38� 99,698� ８割� 685,349�
� 中�芦�川� 62� 97,077� ８割� 686,143�
�鶯　　宿� 49� 86,051� ８割� 824,856�
� 合　計� 　

1,263� 2,754,132�� 11,645,890
� ���

�(�32協定�)� �
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入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

13街区整地工事� 石和町松本� 5,620,000� 5,200,000� ㈱総合建設斉藤組� 平成20年6月5日

石和中央テニスコート管理棟等改修工事� 石和町広瀬� 7,600,000� 6,000,000� ㈱古屋工業� 〃

一宮町配水管布設工事第1工区(新巻）� 一宮町新巻� 10,800,000� 10,400,000� ㈱佐野緑化土木� 〃

平成20年度街区画地確定測設測量業務委託� 石和町松本� 2,000,000� 1,400,000� 昭和測量㈱峡東支店� 〃

温泉事業固定資産台帳作成業務委託� 春日居町� 960,000� 880,000� ㈱日本水道設計社�甲府営業所� 〃

下水道関連配水管実施設計業務委託（一宮）� 一宮町� 2,000,000� 1,350,000� ㈱日本水道設計社�甲府営業所� 〃

御坂町内配水管補償工事実施設計業務委託� 御坂町� 5,100,000� 3,400,000� ㈱東洋コンサルタント山梨営業所� 〃

操法大会（消防）関係物品購入� 石和町市部� 1,870,000� 1,795,000� 東八防災㈱� 〃

消防ホース・消火栓用物品及び背負式消火水のう購入�石和町市部� 5,800,000� 5,568,000� 三和防災㈱� 〃

水槽付消防ポンプ自動車購入� 消防本部� 19,000,000� 18,500,000� 日本機械工業㈱東京営業所� 〃

石和北小学校　コピー機レンタル� 石和町松本� 28,000� 20,100� ㈱三協事務機� 〃

御坂西小学校　コピー機レンタル� 御坂町夏目原� 29,000� 25,400� ㈱正直堂� 〃

春日居小学校　コピー機レンタル� 春日居町桑戸� 29,000� 19,600� ㈱小林事務機� 〃

石和東小学校　コピー機レンタル� 石和町中川� 30,000� 22,100� ㈱三協事務機� 〃

石和西小学校　コピー機レンタル� 石和町唐柏� 30,000� 23,100� ㈱三協事務機� 〃�

春日居中学校　コピー機レンタル� 春日居町鎮目� 35,000� 29,040� アルプス事務機㈲� 〃

笛吹市内小中学校　印刷機購入�� 7,200,000� 400� アルプス事務機㈲� 〃

浅川中学校　学校図書館システム購入� 八代町岡� 1,200,000� 1,100,000� ㈱ワイ・シー・シー� 〃

八代小学校　学校図書館システム購入� 八代町岡� 1,800,000� 1,650,000� ㈱ワイ・シー・シー� 〃

※金額は税抜き価格です。

資
金
種
類

資
金
使
途

利
用
限
度
額

利
率(

％)

貸
付
期
間
・
返
済
方
法

小規模企業者小口資金
（無担保・無保証人）

普
通
資
金

(

運
転
資
金)

７
５
０
万
円

７
５
０
万
円

普
通
資
金

(

設
備
資
金)

該当金融機関の
定めるところ

緊
急
資
金

50
万
円

５
年
以
内

元
金
均
等
月
賦
返
済

７
年
以
内

元
金
均
等
月
賦
返
済

１
年
以
内

元
金
均
等
月
賦
返
済

た
だ
し
、
１
企
業
の
貸
付
総
額
は
７
５
０
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

　
広
瀬
ダ
ム
と
琴
川
ダ
ム
で
は
、
こ
れ
か
ら

雨
期
に
向
か
い
、
大
雨
に
伴
う
出
水
な
ど
に

よ
り
ダ
ム
か
ら
河
川
へ
の
放
流
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
ダ
ム
か
ら
放
流
を
行
う
際
に
は
、
河
川
の

増
水
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
サ
イ
レ

ン
警
報
と
拡
声
器
に
よ
る
放
送
を
広
瀬
ダ
ム
、

琴
川
ダ
ム
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
放
流
時
の
サ
イ
レ
ン
音
な
ど
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
事
故
防
止
と
い
う
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
時
は
、
大
変

危
険
で
す
の
で
、
河
川
へ
絶
対
に
立
ち
入
ら

な
い
よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

　
広
瀬
ダ
ム
管
理
課

　
☎
０
５
５
３（
３
９
）２
４
１
１

　
琴
川
ダ
ム
管
理
課

　
☎
０
５
５
３（
３
５
）３
１
４
０

　
こ
の
時
期
、
学
校
で
は
夏
休
み
期
間
中
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
不
規
則
な
生
活
に
な

り
が
ち
で
す
。

　
学
校
や
各
地
区
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

等
関
係
機
関
で
は
、
夏
休
み
の
生
活
指
導
の

取
り
組
み
と
し
て
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
た
ち
の
行
動

に
関
心
を
持
ち
、
健
全
に
育
つ
環
境
づ
く
り

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�児

童
や
生
徒
の
夏
休
み
と
夏
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
が
重
な
る
こ
の
季
節
は
、
交
通
事
故
の

多
発
や
暴
走
族
の
活
動
の
活
発
化
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
、
歩
行
者
や
自
転

車
を
利
用
す
る
方
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

み
ん
な
で
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
重
点
目
標

○
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止�

�

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
悪
質
・
危
険
な
運
転

の
追
放

○
運
転
中
の
携
帯
電
話
等
使
用
等
禁
止
の

徹
底

お
わ
び
と
訂
正

　
７
月
号
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
笛

吹
市
連
合
区
長
会
」
の
記
事
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
理
事
の
「
原
知
美
さ
ん
」

は
、
正
し
く
は
「
原
和
美
さ
ん
」
で
す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　市教育委員会生涯学習課では、６月７日、「ふえふき元

気キッズ教室」の一つとして「黒岳トレッキング」を開

催し、親子20組44人が参加しました。参加者は、講師の

鈴木憲仁先生によるいろいろな花や木の名前の説明に真

剣に耳を傾け、多種多様な植物を学びました。当日はあ

いにく雲が多く、富士山を見ることはできませんでしたが、

充実したひと時を過ごしました。

　「美しい自然の中ですがすがしい気分になった」、「子

どもと参加できて良い思い出になった」、「植物を観察す

ることが楽しくなった」などの感想が寄せられました。

　最近は、小中学生が家族で山歩きを楽しむ姿が少なくなっていますが、

親子で語り合い、励ましあいながら頂上まで登りきった喜びは、苦し

い時でも頑張り通せる自信につながり、青少年の健全育成に大きな意

義があると思います。

　生涯学習課では、山梨百名山のうち市内にある９つの山すべてを踏

破する事業を計画しており、11月８日(土)には、兜山(かぶとやま)トレッキングを予定していま

す。皆さんも参加してみませんか。

■問合せ先　市教育委員会�生涯学習課�青少年育成コーディネーター

　　　　　　☎０５５(２６１)３３３９

　
市
で
は
、
小
規
模
企
業
者
の
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
に
、
事
業
資
金
の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。�

�

○
無
担
保
・
無
保
証
人
の
融
資
制
度
で
す
。

○
融
資
の
保
証
料
の
２
分
の
１
を
市
が
補
助

し
ま
す
。�

�

○
金
融
機
関
に
支
払
っ
た
利
息
の
う
ち
、

１
・
５
％
以
内
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
方�

�

○
申
込
日
以
前
１
年
以
上
市
内
に
住
所
を
有

し
、
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上
営

ん
で
い
る
方（
個
人
）�

○
申
込
日
以
前
１
年
以
上
市
内
で
同
一
事
業

を
営
ん
で
い
る
方（
法
人
）�

○
山
梨
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
と
な

る
事
業
を
営
ん
で
い
る
方�

○
申
込
日
に
お
い
て
納
期
が
過
ぎ
て
い
る
市

民
税
（
所
得
割
）
を
完
納
し
て
い
る
方

○
常
時
働
い
て
い
る
従
業
員
が
20
人
以
下
の

方
（
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
場
合

は
従
業
員
が
５
人
以
下
の
方
）�

■
貸
し
付
け
条
件
　
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
る
金
融
機
関

山
梨
中
央
銀
行
・
山
梨
県
民
信
用
組
合
・

山
梨
信
用
金
庫
・
甲
府
信
用
金
庫

※
笛
吹
市
内
の
支
店
の
み
の
取
り
扱
い
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１�

ま
た
は
右
記
金
融
機
関
市
内
各
支
店

笛吹市内小中学校6校
（仕様書による）
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■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
犬
や
猫
に
は
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
山
梨
県
で
は
、
平
成
18
年
度
に
３
５
１
０
頭
の
犬
、
猫
が

殺
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
子
猫
が
半
分
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
犬
や
猫
は
一
年
に
２
、
３
回
出
産
し
ま
す
。
不
妊
・
去
勢

手
術
を
行
う
こ
と
で
、
捨
て
犬
や
捨
て
猫
を
減
ら
せ
ば
、
殺

処
分
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
手
術
を
す
る
こ
と
で
、
犬
や
猫
の
病
気
の
予
防
が

で
き
、
性
格
が
お
と
な
し
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
手
術
費
用
の
２
分
の
１
以
内
の
額
を
補
助
し
ま

す
。
た
だ
し
、
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

■
猫
　
メ
ス
　
７
０
０
０
円

　
　
　
オ
ス
　
４
０
０
０
円

■
犬
　
メ
ス
　
１
万
円

　
　
　
オ
ス
　
５
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
手
術
前
に

　
申
請
が
必
要
で
す
。

　
ご
み
を
持
ち
帰
る
の
は

マ
ナ
ー
で
す
。
ポ
イ
捨
て

せ
ず
に
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

　
最
近
、
河
川

へ
の
油
流
出
や

水
質
汚
濁
に
よ

る
苦
情
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
河
川
の
水
は
、

畑
や
池
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
、

水
が
汚
れ
て
い
る
と
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　
使
用
し
た
油
は
、
捨
て
ず
に
リ
サ
イ
ク
ル
し

ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
４
月
か
ら
廃
食
油
の
回
収
を
市
内

全
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。
廃
食
油
は
、
軽
油
の

代
替
燃
料
と
し
て
B
D
F
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
）
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

賞
味
期
限
切
れ
の
油
も
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
き
れ
い
な
河
川
を
私
た
ち
で
守
り
、
次
世
代

に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

八代四ツ沢砂防公園に設置された葦ランプ

バラを受け取った荻野市長とJAふえふき關本組合長

作業に取り組む参加者

　
６
月
20
日
、
御
坂
町
の
市
道
御
坂
13
号
線
で
、
街
路
樹
で

あ
る
花
桃
の
実
の
除
去
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
県
内
外
か
ら
フ

ル
ー
ツ
狩
り
な
ど
で
御
坂
町
を
訪
れ
る
人
た
ち
を
気
持
ち
よ

く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
元
の
関
係
団
体
が
協
力
し
て
作

業
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
地
域
審
議
会
、
区
長
会
、
観
光
協
会
フ
ル
ー
ツ

部
会
、
笛
吹
交

通
安
全
協
会
、

沿
線
地
区
環
境

指
導
員
、
市
議

会
議
員
な
ど
が

作
業
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
蒸
し
暑
い
中
、

参
加
者
は
脚
立

な
ど
に
上
り
、

た
く
さ
ん
あ
る

花
桃
の
実
を
、

手
際
よ
く
も
い

で
い
ま
し
た
。

　
６
月
11
日
、
市

役
所
本
庁
を
訪
れ

た
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
・

み
さ
か
花
き
部
の

代
表
者
が
、
荻
野

市
長
と
Ｊ
Ａ
ふ
え

ふ
き
關
本
組
合
長

に
バ
ラ
の
花
束
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
「
父

の
日
」
に
ち
な
み
、

お
父
さ
ん
に
日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
バ
ラ
の
花
を
贈
り
、
併
せ
て
バ
ラ
の
花
の
Ｐ
Ｒ
と

消
費
拡
大
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
「
父

の
日
」
に
バ
ラ
を
贈
る
風
習
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン

州
が
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
13
日
に
は
、
同
部
バ
ラ
部
会
が
御
坂
町
内
の

６
保
育
所
を
訪
れ
、

園
児
た
ち
に
バ
ラ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
バ
ラ
の
花
束
を
受

け
取
っ
た
園
児
は
、「
素

敵
な
お
花
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
」
と
答
え
、

う
れ
し
そ
う
に
バ
ラ

の
花
を
友
だ
ち
と
見

せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

御坂葵保育所の園児たち

　
６
月
は
市
内
各
地
で
ホ
タ
ル
が
舞
い
、
見
物
に
訪
れ
た
人
々

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
近
年
市
内
で
は
、
ホ
タ
ル
を
守
り
育
て
よ
う
と
す
る
市
民

の
取
り
組
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
み
さ
か
ホ
タ
ル
の
会
」
で
は
、
み
さ
か
桃
源
郷
公
園
内

で
親
子
で
の
ホ
タ
ル
観
賞
が
で
き
る
よ
う
に
と
そ
の
育
成
に

取
り
組
み
、
八
代
町
北
区
で
は
、
ホ
タ
ル
の
住
む
堀
川
の
環

境
を
守
る
た
め
に
、
多
く
の
区
民
が
参
加
し
て
河
川
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
以
前
か
ら
ホ
タ
ル
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
稲

山
ホ
タ
ル
銀
河
の
会
」
で
は
、
ホ
タ
ル
観
賞
の
た
め
の
誘
導

灯
と
し
て
葦
（
あ
し
）
で
編
ん
だ
ラ
ン
プ
を
製
作
。
ホ
タ
ル

の
舞
う
四
ツ
沢
砂
防
公
園
の
遊
歩
道
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
園
で
の
ホ
タ
ル
鑑
賞
は
、
石
和
温
泉
の
観
光
コ
ー

ス
に
も
組
み

込
ま
れ
、
訪

れ
た
観
光
客

は
、
ラ
ン
プ

で
照
ら
さ
れ

た
遊
歩
道
を

歩
き
な
が
ら

ホ
タ
ル
の
幻

想
的
な
光
に

感
嘆
の
声
を

あ
げ
て
い
ま

し
た
。
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福祉ボランティアまつりで母の鈴づくり

とうもろこし販売には長い列が

ジャガイモ掘りを楽しむ親子

感謝状を手に荻野市長と

花束を手に笑顔の園児たち

　
６
月
８
日
、
一
宮
町
に
あ
る
福
祉
施
設
で
、
甲
斐
之
国
御

坂
天
雷
太
鼓
保
存
会
の
慰
問
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
会
が
今
年
結
成
25
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
ち

な
み
、
今
年
３
月
か
ら
市
内
を
中
心
に
社
会
福
祉
施
設
な
ど

25
カ
所
で
行
っ
て
い
る
慰
問
演
奏
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た

も
の
で
す
。

　
当
日
、
同
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
演
奏
曲
の
解
説
を
交
え
な

が
ら
「
勇
駒
（
い
さ
み
こ
ま
）
」
、
「
雷
（
い
か
づ
ち
）
」
な
ど
の

曲
を
披
露
。
演
奏
を
聞
こ
う
と
集
ま
っ
た
入
所
者
た
ち
は
、

勇
壮
な
掛
け
声
と
共
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
太
鼓
の
音
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
会
の
梶
原
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
25
年
間
、
地
域
の
方
た

ち
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
恩
返
し
に
な
れ
ば
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
石
和
町
で
も
演
奏
会
が
開
か
れ
、
今
後
も
市

内
各
地
で
慰
問
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

健康と長寿祈願の太鼓演奏

荻野市長に抱負を語る齊藤さん（写真中央）

花束には手作りのメッセージカードが

　
６
月
20
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
日
系
社
会

シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
八
代
町
在
住

の
齊
藤
米
子
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
荻
野
市
長
に
出
発
に

あ
た
っ
て
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
齊
藤
さ
ん
は
、
勤
務
し
て
い
た
介
護
老
人
保
健
施
設
を
こ

の
春
定
年
退
職
し
た
こ
と
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
た
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を
決
意
し
、
こ
の
た

び
の
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。

　
派
遣
先
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
で
、
２
年
間
高
齢

者
介
護
施
設
で
企
画
、
運
営
の
支
援
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
日
、
市
長
の
激
励
に
対
し
て
齊
藤
さ
ん
は
、
「
施
設

に
入
居
し
て
い
る
日
系
の
方
や
ス
タ
ッ
フ
に
、
経
験
を
生
か

し
た
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統
文
化
な
ど
も
伝
え

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

来場者を魅了したサーカディアンリズム

　
６
月
22
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
石
和
町
出
身
の
Ｙ
ｕ

ｋ
ｏ
さ
ん
が
所
属
す
る
二
人
組
の
ガ
ー
ル
ズ
ユ
ニ
ッ
ト
「
サ

ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
」
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
名
の
「
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
」
と
は
、
体

の
中
に
あ
る
活
動
の
リ
ズ
ム
と
い
う
意
味
で
す
。
二
人
は
、

平
成
14
年
に
「
F
E
E
L
」
と
い
う
名
前
で
活
動
を
始
め
、

３
年
後
に
現
在
の
ユ
ニ
ッ
ト
名
に
改
名
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
念
願
の
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
当
日
は
、
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
曲
と
な
っ
た
「
夢

一
夜
」
を
は
じ
め
と
し
て
10
曲
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
は
、

二
人
の
息
の
あ
っ
た
ダ
ン
ス
と
歌
に
盛
ん
に
拍
手
を
送
り
ま

し
た
。

　
八
代
町
と
境
川
町

に
あ
る
農
産
物
直
売

所
で
と
う
も
ろ
こ
し

の
販
売
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
14
日
の
境
川

の
直
売
所
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
地
元
産
の
と

う
も
ろ
こ
し
の
販
売

が
大
人
気
で
、
オ
ー

プ
ン
ま
も
な
く
完
売

し
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
。

ま
た
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

掘
り
体
験
に
は
親
子
連
れ
な
ど
が
集
ま
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

畑
の
土
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
15
日
に
は
八
代
の
直
売
所
イ
ベ
ン
ト
で
も
と
う
も
ろ
こ
し

が
販
売
さ
れ
、
販
売
開
始
40
分
後
に
は
、
用
意
さ
れ
た
約
６

０
０
０
本
が
す
べ
て

完
売
。
中
に
は
、
１

人
で
何
箱
も
買
い
求

め
る
人
の
姿
も
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
で
は
、

甲
斐
い
ち
の
み
や
桃

源
太
鼓
の
演
奏
や
、

ポ
ン
菓
子
や
花
の
苗

の
販
売
、
旧
八
代
町

時
代
か
ら
交
流
が
あ

る
静
岡
県
由
比
町
か

ら
届
い
た
甘
夏
柑
の

販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
、

石
和
英
和
幼

稚
園
の
園
児

た
ち
が
、
花

束
と
手
作
り

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
市
役

所
を
訪
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
行
事

は
「
花
の
日
」

と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
園

児
た
ち
は
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
や
地
域
の
施
設
な
ど

を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
か
ら
持
ち
寄
っ
た
花
束
な
ど
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
を
訪
れ
た

園
児
た
ち
は
、
出
迎

え
た
職
員
の
前
で
歌

を
披
露
し
た
後
、
バ

ラ
や
ガ
ー
ベ
ラ
、
あ

じ
さ
い
な
ど
の
色
と

り
ど
り
の
花
束
と
、

「
い
つ
も
お
し
ご
と

を
し
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
書
か
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
笑
顔
で
手
渡
し
ま

し
た
。

　
６
月
27
日
、
笛
吹

地
区
更
生
保
護
女
性

会
の
代
表
が
市
役
所

を
訪
れ
、
甲
府
保
護

観
察
所
長
か
ら
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
た
こ

と
を
荻
野
市
長
に
報

告
し
ま
し
た
。
　

　
こ
れ
は
、
同
会
が

関
東
地
方
・
山
梨
県

更
生
保
護
女
性
連
盟

か
ら
「
平
成
19
年
度

ミ
ニ
集
会
モ
デ
ル
地
区
」

に
指
定
さ
れ
、
「
子
育
て
支
援
・
青
少
年
健
全
育
成
」
を
テ

ー
マ
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
昨
年
度
中
、
同
会
が
実
施
し
た
ミ
ニ
集
会
は
62
回
。
更
生

保
護
女
性
会
の
活
動
Ｐ
Ｒ
や
地
域
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
子
ど
も
の
安
全

な
環
境
作
り
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
同
会
の
古
屋
会
長

は
「
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
か
ら
犯
罪
者
を

出
さ
な
い
よ
う
に
活

動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
今
後
は
、

若
い
会
員
も
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。



●
タ
ン
タ
ン
夏
祭
り
お
は
な
し
会

　（
通
常
の
タ
ン
タ
ン
は
お
休
み
で
す
）

　
８
月
19
日（
火
）午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

　「
夏
休
み
ア
ニ
メ
映
画
会
」

８
月
２
日
（
土
）・
９
日
（
土
）・
16
日
（
土
）・

23
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

●
夏
休
み
名
画
鑑
賞
会

　
８
月
19
日（
火
）午
後
２
時
か
ら

　●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
８
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
）

●
楽
蔵(

お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
８
月
２
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
８
月
15
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
８
月
６
日（
水
）

　【
あ
ん
よ
】午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　
　（
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児
）

　【
だ
っ
こ
】午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　
　（
０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）

●
サ
ラ
ダ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
８
月
９
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
真
夏
の
お
は
な
し
会

　
８
月
６
日（
水
）午
後
２
時
か
ら
　

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
８
月
９
日（
土
）午
後
２
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル�

�〜
お
は
な
し
会
〜

８
月
３
日
（
日
）・
10
日
（
日
）・
17
日
（
日
）・

24
日（
日
）�

・
31
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　
８
月
22
日（
金
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
夏
休
み
特
別
企
画

市
内
小
学
生
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る

講
座
で
す
。

�
�【

読
書
感
想
文
の
書
き
方
】

８
月
12
日（
火
）

�
�【

工
作
】

８
月
13
日（
水
）ヘ
ン
プ

８
月
14
日（
木
）ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ブ
ッ
キ
ン
グ

８
月
15
日（
金
）デ
コ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

・
各
講
座
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

・
定
　
員
　
各
10
人（
申
し
込
み
順
）

・
参
　
加
　
無
料

申
し
込
み
は
、
８
月
１
日（
金
）か
ら
電
話

で
受
け
付
け
ま
す
。

●
図
書
館
に
調
べ
に
行
こ
う
!!

　
〜
Ｔ
Ｒ
Ｃ
参
考
図
書
展
示
会
〜

　
８
月
６
日（
水
）〜
27
日（
水
）

　
開
館
時
間
中

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
８
月
９
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

　
８
月
27
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

（
毎
週
水
曜
日
開
催
で
す
が
、８
月
は
１
回

の
み
で
す
）

●
夏
休
み
特
別
企
画

市
内
小
学
生
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る

講
座
で
す
。

�
�【

読
書
感
想
文
の
書
き
方
】

８
月
５
日（
火
）高
学
年

８
月
６
日（
水
）中
学
年

８
月
７
日（
木
）低
学
年

�
�【

工
作
】

８
月
８
日（
金
）ス
ト
ロ
ー
で
作
る

　
　
　
　
　�

�
�
�

動
く
お
も
ち
ゃ

８
月
12
日（
火
）カ
プ
セ
ル
工
作

８
月
13
日（
水
）カ
プ
セ
ル
プ
ラ
ン
タ
ー

・
各
講
座
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

・
定
　
員
　
各
10
人（
申
し
込
み
順
）�

・
参
　
加
　
無
料

申
し
込
み
は
、
８
月
１
日（
金
）か
ら
電
話

で
受
け
付
け
ま
す
。

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

８
月
19
日（
火
）午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、随
時
お
は
な
し
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も(

乳
幼
児
向
け)

８
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
８
月
９
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
８
月
16
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ�

　
８
月
23
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
パ
ソ
コ
ン
で
残
暑
見
舞
い
は
が
き
を

　
つ
く
ろ
う�

　
８
月
７
日（
木
）午
後
２
時
か
ら

　
小
学
生
対
象
・
定
員
15
人（
申
し
込
み
順
）

　
参
加
無
料

■
問
合
せ
先
　
石
和
図
書
館（
担
当�

石
倉
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

■日時　8月9日(土)　午後2時から
■場所　一宮図書館入り口

　図書館スタッフが、手作り野菜をプランターで
栽培しています。
　新鮮な野菜をその場でつみ取る楽しさを感じ、
みんなで野菜を食べながら絵本の読み聞かせを聞
いたり、野菜の育て方を学んでみませんか。

■日時　8月6日(水)　午後2時から
■場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館
　　　　ホール
■内容・スライド大型絵本の読み聞かせ
　　　・ブラックパネル
　　　・こわーいおはなし
　　　・手遊び、わらべうた、手作り工作など

■日時　8月6日(水)～27日(水)
■場所　一宮図書館

　図書館を使った“調べる”学習コン
クール優秀作品を展示します。全国の
優れた作品を見て、皆さんも図書館で
学ぶ力を身につけてみませんか。

■日時　7月19日（土）～8月19日（火）（休館日を除く）
　　　　各開館時間内
■場所　市内各図書館・青楓美術館・釈迦堂遺跡博物館
　　　　春日居郷土館・山梨県立博物館
■内容　市内6つの図書館と4つの文化施設でスタンプを
　　　　全部集めたら、ステキな記念イベントがあなたを
　　　　待っています。

■日時　8月19日(火)　午前10時～午後3時
■場所　市内各図書館玄関前
■内容　ヨーヨーつり・ゲーム・映画会(石和・御坂・一宮・八代)など
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○
石
和
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・
25
日（
月
）�

○
御
坂
図
書
館

６
日（
水
）・
13
日（
水
）・
20
日（
水
）・
27
日（
水
）・
29
日（
金
）

○
一
宮
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
16
日（
土
）・
18
日（
月
）・
25
日（
月
）

29
日（
金
）

○
八
代
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
）�

○
境
川
図
書
室

３
日（
日
）・
10
日（
日
）・
17
日（
日
）・
24
日（
日
）・
31
日（
日
）

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

４
日（
月
）・
11
日（
月
）・
18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
）



席の種類

グループ10

ファミリー5

観覧席20

観覧席15

観覧席10

単　価

25,000円

12,000円

2,000円

1,500円

1,000円

定員

1人

席の面積

0.67×0.8m

0.67×0.8m

0.67×0.8m

3.6×2.7m

ブルーシート席

2.7×1.8m

人口芝シート席

1人

1人

5人

10人

▼8月は夏休みの時期ですよね。子どもたち
はプールで泳いで、家族で海に行って、友だ
ちと出かけて、家でゲームをして・・・なん
て、楽しみも盛りだくさん。でも夏休みが終
わる頃になって真っ青。机の上にはまだ終わ
らない宿題が・・・。これが、私の夏休みの
パターンでした。中学生になると少し大人に
なり、「先に宿題を終わらせてから、何の心

配もなく遊ぶ」ようになりました。やる時は
やる、遊ぶ時は遊ぶとメリハリをつけて、夏
休みを過ごせるといいですね。なかなか勉強
が手に付かない時は、今月号でご紹介した図
書館の夏休み特別企画に参加してみてはいか
がでしょうか。楽しみながら、宿題を終わら
せられるかもしれませんよ。　　　　　　�（H）

■問合せ先　笛吹市観光連盟　（市観光商工課内）　☎055（261）2829

※本紙12・13ページに、石和温泉花火大会など笛吹市夏まつりのお知らせを掲載しています。
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